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平成２５年第５回那須塩原市議会定例会 

 

議 事 日 程 （第４号） 

 

                            平成２５年９月１１日（水曜日）午前１０時開議 

 

日程第 １ 市政一般質問 

    ７ 番 櫻田貴久議員 

      １．塩原温泉・板室温泉の再興について 

      ２．行政サービス向上のための人材育成について 

      ３．本市の１０周年記念事業について 

    １９番 若松東征議員 

      １．那須塩原市に有するＪＲ３駅について 

    ２ 番 星 宏子議員 

      １．公共施設のバリアフリー化について 

      ２．福祉行政について 

    ９ 番 伊藤豊美議員 

      １．農業分野における放射能の対策について 

      ２．市境における排水路整備について 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（中村芳隆君） おはようございます。 

  散会前に引き続き本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は26名であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（中村芳隆君） 本日の議事日程はお手元に

配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市政一般質問 

○議長（中村芳隆君） 日程第１、市政一般質問を

行います。 

  発言通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 櫻 田 貴 久 君 

○議長（中村芳隆君） 初めに、７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 皆さん、おはようございま

す。議席番号７番、ＴＥＡＭ那須塩原、櫻田貴久

です。通告に従い、市政一般質問を行います。 

  １、塩原温泉・板室温泉の再興について。 

  塩原温泉、板室温泉などを抱える本市は、この

温泉地の再興に向け、新たな戦略を打ち出してい

る。外部から、観光地の振興で実績のある木下昭

彦氏を政策審議監として招いたことにより、塩原

温泉、板室温泉などが復活することを期待し、ま

た、その取り組みに注目をし、以下の点について

お伺いします。 

  (１)塩原温泉には1,200年以上の歴史がある。

奈良時代の大同元年に、法相宗高僧の徳一が発見

したとされる。明治期には、尾崎紅葉や夏目漱石、

谷崎潤一郎らが愛し、渓谷の美しさを記したこと

でも知られる。文豪に愛された国内でも数少ない

塩原温泉の強み、弱みをどのように本市は捉えて

いるのか、お伺いします。 

  (２)バブル期には宿泊客が年140万人を超え、

2009年の業界紙温泉ランキングでは総合評価で全

国18位、泉質でも13位になっていた。しかし、一

昨年は68万人、昨年は75万人ほどと半減し、100

位までの総合ランキングからも姿を消した。この

原因について、本市の考えをお伺いします。 

  (３)本市が考える塩原温泉の誘客の取り組みを

お伺いします。 

  (４)板室温泉は、約950年前に発見されたと言

われ、古くから「下野の薬湯」と呼ばれ、多くの

湯治客に親しまれてきた温泉地で、昭和46年に国

民保養温泉地の指定を受け、さらに平成５年には

「ふれあい・やすらぎ温泉地」に選定されている

が、板室温泉の強み、弱みをどのように本市は捉

えているのか、お伺いします。 

  (５)板室温泉も全盛期には、宿泊客が33万人を

超えていたが、ここ数年は11万台の宿泊客になっ

ている。この原因について、本市はどのように捉

えているのか、お伺いします。 

  (６)本市が考える板室温泉の誘客の取り組みを

お伺いします。 

  (７)戦略構築から実施に至るプロセスのスピー

ドアップが可能な組織とはどのような組織なのか、

具体的にお伺いします。 

  (８)本市の観光入れ込み数は、アウトレットモ

ールを含めて、年間952万人に上る。これらの観

光客を温泉地に誘導するため、地元観光業者など

を含め、どのような連携をしているのか、お伺い
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します。また、今後、具体的な計画があればお伺

いします。 

  (９)日本の観光地、温泉旅館の現状を踏まえ、

本市の目指す観光戦略をお伺いします。 

  (10)紅葉シーズンを迎える本市の誘客活動につ

いて、具体的な計画とタイムスケジュールをお伺

いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） １の塩原温泉・板

室温泉の再興につきまして、(１)から(10)まで、

順次お答えいたします。 

  (１)の塩原温泉の強み及び弱みを本市がどう捉

えているのかについてお答えいたします。 

  塩原温泉は1,200年以上の歴史を持ち、箒川に

沿って11の温泉地が連なっております。一つの地

域に多彩な泉質を有するという点では全国的に見

ても特別な温泉郷であり、古きよき情緒と良質な

温泉や美しい自然景観が塩原温泉郷の強みである

と考えております。 

  一方、弱みとしては、それら塩原温泉独自の観

光資源を生かし切れていないことや、主たるマー

ケットである首都圏への効果的なＰＲが十分では

なかったことが上げられます。 

  次に、(２)バブル期と比較して、塩原温泉郷の

宿泊客数の減及び観光業界新聞の評価が下がった

原因についてお答えいたします。 

  宿泊者の減及び観光業界新聞の評価が下がった

原因としては２つほど考えられます。 

  １つは、国内における年間宿泊旅行回数をもと

にバブル期と比較いたしますと、現在はバブル期

のほぼ２分の１の年間１人当たり1.4回となって

いることから、全国的な経済情勢の低迷が影響し

ていると考えられます。 

  ２つ目は、主たるマーケットである首都圏に対

して効果的なＰＲがなされていないことから、塩

原温泉の認知度が低くなったと考えられます。 

  次に、(３)本市が考える塩原温泉の誘客の取り

組みについてお答えいたします。 

  本市の誘客対策といたしましては、観光地とし

ての認知度を上げていくために、主たるマーケッ

トである首都圏を中心に良質なプロモーションを

推進してまいります。 

  また、インバウンドについても国内誘客対策と

ともに重要な取り組みと考えておりますので、観

光協会等関係団体と綿密な連携を図りながら、観

光地におけるおもてなし等、受け入れ体制につい

ても充実を図ってまいります。 

  なお、本市の誘客対策は、塩原温泉、板室温泉

ともに同じ方向を持って取り組んでいくことが重

要であると考えております。 

  次に、(４)板室温泉の強み及び弱みを本市がど

う捉えているのかについてお答えいたします。 

  板室温泉は、江戸時代から「下野の薬湯」とし

てその泉質と効能がすぐれていることから、湯治

場として古くから知られております。 

  また、閑静で落ちついたたたずまいは貴重な観

光資源であり、古きよき情緒と美しい自然景観、

そしてゆとりと癒しが感じられる温泉街が、板室

温泉の強みであると考えております。 

  一方、弱みとしては、それら板室温泉独自の観

光資源を生かし切れていないことや、主たるマー

ケットである首都圏へのＰＲが十分ではなかった

ことが上げられます。 

  次に、(５)板室温泉の宿泊客が全盛期と比較し

て大きく減少している原因についてお答えいたし

ます。 

  宿泊者が全盛期と比較して大きく減少した原因
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としては２つほど考えられます。 

  １つは、塩原温泉と同様に、バブル期崩壊後の

経済情勢の影響及び長期滞在型から短期滞在型へ

と変化してきたことから、板室温泉の特徴であっ

た湯治文化が衰退してきたためと考えております。 

  ２つ目は、主たるマーケットである首都圏に対

して効果的なＰＲが十分ではなかったことが上げ

られます。 

  次に、(６)本市が考える板室温泉の誘客の取り

組みについてお答えいたします。 

  板室温泉の魅力についても、塩原温泉同様、首

都圏における良質なプロモーション及びインバウ

ンド戦略を推進するとともに、観光地のおもてな

し等、受け入れ体制の充実も図ってまいります。 

  次に、(７)観光戦略構築から実施に至るまでの

スピードアップが可能な組織についてお答えいた

します。 

  少子高齢化が進むことによって観光マーケット

が縮小していることから、全国の観光地間の競争

が激しくなっています。本市の観光地が今後勝ち

残っていくためには、本市独自の観光戦略を構築

し、タイミングを逃さずに素早く実行できること

が重要と考えております。 

  次に、(８)本市を訪れる観光入り込み者を温泉

地に誘導するための那須ガーデンアウトレットや

地元観光業者との連携についてお答えいたします。 

  現在、那須ガーデンアウトレットにおいて観光

案内所を設置しており、本市を訪れる観光客に対

し観光ＰＲキャンペーンを関係団体と連携して行

っておりますが、今後さらなる回遊の仕組みづく

りについて検討をしてまいります。 

  次に、(９)日本の観光地、温泉旅館の現状を踏

まえ、本市の目指す観光戦略内容についてお答え

いたします。 

  日本国内の観光マーケットは年々縮小しており、

日本の観光地は一部を除いて非常に厳しい状況に

あります。このような中、本市の観光戦略として、

将来的に全国有数の観光地を目指すため、観光の

質の向上と効果的なプロモーションの２つを柱と

して推進してまいります。 

  次に、(10)紅葉シーズンの誘客活動について、

具体的な計画とタイムスケジュールについてお答

えいたします。 

  紅葉シーズンの誘客につきましては、メディア

ミックスを駆使した誘客活動を行ってまいります。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 答弁ありがとうございまし

た。 

  それでは、塩原温泉、板室温泉の再興について、

(１)、(２)、(３)は関連をしていますので、一括

で再質問をさせていただきます。 

  塩原温泉の強みをもう少し具体的にお伺いしま

す。また、塩原温泉を代表するイベントについて

もお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま塩原温泉

の強みをもう少し具体的にというご質問、それか

らイベントについてのお尋ねがございました。お

答えをさせていただきたいと思います。 

  塩原温泉は塩化物泉を初め、硫黄泉、それから

炭酸水素塩泉など、６つの泉質を持ち、湯量も豊

富な温泉が一番の魅力であります。 

  また、竜化の滝や回顧の滝を初めとする多くの

滝や箒川沿いの渓谷美、そして風光明媚な自然景

観、そのほか、本州一の長さを誇るもみじ谷大吊

橋を初めとする14ものつり橋、それから日本最大

級の足湯施設であります「湯っ歩の里」、それか

ら大正天皇の御用邸の一部を移築しました「天皇
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の間」など、数々の観光施設を持っております。 

  さらに、先ほどご質問にもございましたように、

明治から昭和初期にかけまして、尾崎紅葉、それ

から夏目漱石、谷崎潤一郎など、多くの文人墨客

が訪れ、多くの文学碑が残されております。 

  また、塩原温泉の代表的なイベントといたしま

しては、塩原温泉観光協会が主催をいたします

「湯けむりマラソン」、ことしは９月６日に行わ

れました「古式湯まつり」、そして「塩原温泉ま

つり」といったイベントなどが上げられます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 塩原温泉についての強みも

十分に認識をしていると思いますが、個性豊かな

11湯の泉質にも注目すると、今までにどのような

ＰＲをしたのか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 今まで、個性豊か

な11湯の温泉をどのようにＰＲをしてきたのかと

いうお尋ねでございます。 

  古くから知られております塩原温泉につきまし

ては、源泉掛け流しや濁り湯など、情緒あふれる

温泉等の魅力や、塩原温泉11湯と言われる、その

多彩な泉質がございます。そういったものにつき

ましては、観光協会等々、連携をいたしまして、

パンフレットやガイドブックに、それぞれの温泉

には特徴がございますので、そういったものを記

載し、豊富な湯量と泉質について従来からＰＲを

行ってきたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 塩原温泉は、塩化物泉、食

塩泉とも言われて、日本では単純温泉に次いで多

く、総源泉数の27％を占める非常にポピュラーな

泉質であると言われています。温泉の地名で塩の

字がついたものはまず食塩泉と言ってもいいと言

われています。その例として、長野県の鹿塩温泉、

福島県の熱塩温泉、塩原温泉、塩釜温泉などがあ

ります。そのほかにも、洞爺湖、四万温泉、熱海

温泉、有馬温泉、皆生温泉などがあります。 

  湯から出た後も、かなり長い間、体の芯からぬ

くもりが続いて冷えにくいという保温効果が高い

ことから、経験的にも知っていると思いますが、

ぜひ、塩原温泉も本物の温泉ですので、足を運ん

でもらいたいと思います。 

  旅行雑誌などからは、塩原温泉のキャッチコピ

ーとしては、天然温泉100％掛け流し、濁り湯の

宿、自家源泉100％掛け流しを全身で満喫、露天

風呂から四季折々を楽しめるなど、やはり温泉が

売り物だと思います。 

  そこで、塩原温泉を取り巻く関係団体の数と取

り組みについて、改めてお伺いします。また、ど

のような連携をしているのか、お伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま関係団体、

いわゆるいろいろな組織があるわけですけれども、

そういった組織の数とか、あるいはその取り組み

について、そしてまた、連携ですね、どういうふ

うに図っているのかというお尋ねでございます。 

  塩原温泉を取り巻く観光協会の組織につきまし

ては、観光協会はもちろんでございますけれども、

十数団体が存在をしております。主な組織といた

しましては、観光全般の振興に取り組みます塩原

温泉観光協会、それから宿泊関係の案内等を行い

ます塩原温泉旅館組合、そのほか温泉街の活性化

に取り組みます塩原温泉活性化推進協議会等がご

ざいます。 

  連携の内容についてでございますけれども、例
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えばのお話でございますけれども、観光協会と旅

館組合とが塩原温泉郷としてホームページを共同

で製作をし、また、各週のイベントなども各組織

が協力し合いまして共同開催などを行ったりして、

ＰＲ等を含めて、組織全体、あるいはその組織が

連携をして活動を行っているという状況にござい

ます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） そういった関係団体とも密

に連絡をして、いろんな意味で塩原温泉を盛り上

げたいと思います。これから新しい組織をつくる

どうのこうのじゃないと思うので、ぜひ、行政側

としても、アドバイザー、コーディネーター役と

して、塩原温泉の再興には努めてもらいたいと思

います。 

  また、塩原温泉は、バブル崩壊後の後遺症を引

きずり、社会的にも閉塞感が蔓延し、温泉地を取

り巻く社会状況も随分変わりましたが、今までに

どのような施策を実行したのか、具体的な内容を

お伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま、バブル

期崩壊後、後遺症、確かに引きずっているという

状況にございます。どういった政策を実行してき

たのかというお尋ねでございますが、バブル経済

の崩壊後の政策といたしましては、もみじ橋大吊

橋や「湯っ歩の里」、「塩原もの語り館」といっ

た、いわゆる観光施設の設置、いわゆるハード部

分になりますが、そういったものの整備でありま

すとか、基本的には、そういった観光の拠点とな

る施設の整備などを行ってまいりました。 

  また、それ以降、それまでの旅行形態でありま

す団体旅行中心の旅行としてエージェントが企画

するものが中心であったわけでございますけれど

も、近年は、ファミリー層等、少人数の旅行が中

心となってきております。そういった方々は、イ

ンターネット等を活用して直接予約をするといっ

たような形態に変わってきたという状況にござい

ます。 

  そういった中、それぞれの旅館やホテルが個性

とやっぱり特徴を持ったサービスの提供を行うな

ど、少人数の旅行にも対応できる観光ＰＲキャン

ペーンなどを観光協会などと連携し、実施をして

きたところでございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） こういった政策の評価につ

いても、十分、本市としてはいろんな意味でチェ

ックをしていると思うんですが、温泉旅行のキー

ワードもやっぱり癒しとか安らぎだったと思うん

ですね。黒川温泉のように、昔懐かしいモノトー

ンな、ほっとする田舎のたたずまいが脚光を浴び

つつありますが、塩原温泉の年代別の入れ込み数

をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま年代別の

入れ込み数をというお尋ねでございますが、年代

別の入れ込み数につきましては、大変申しわけご

ざいませんけれども、ちょっと把握しておりませ

んので、ご理解をいただきたいというふうに思い

ます。 

  しかし、観光協会関係者の話によりますと、フ

ァミリー層などの一部にはあるということは聞い

ておりますが、客層のおおむねは中高年層という

状況にあるということを聞いてございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、観光入れ込み数

につきましては、十分その辺は理解するところで
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ありますが、恐らく、今、見解と一緒だと思うん

ですね。であれば、塩原温泉の強みを生かした観

光地の資質の向上を図っていく、今後の政策につ

いてお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） これからの観光地

の質の向上というお尋ねでございます。 

  先ほど申し上げましたように、塩原温泉郷の強

みといたしましては、多彩な温泉と美しい自然景

観が上げられますが、この多彩な温泉や自然景観

を、満喫をしていただくための回遊のできる仕組

みづくりが重要であると考えております。 

  また、観光地としての質の向上を図っていくた

めには、地元の高品質で新鮮な、例えば、ホウレ

ンソウでありますとか、あるいはネギなど、地場

産の食材を豊富に取り入れた食事の提供、そのほ

か、関係団体と連携をして、この地元食材の新鮮、

安全な、そういったものを活用した朝食あるいは

新鮮な牛乳の提供、そういったこと、そして、特

に最近は女性に人気が高いと言われるデザートで

すね、そういったものの充実も目指していければ

ということで考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） そういった今後の政策は十

分に理解をするところでありますが、塩原温泉の

誘客の取り組みについては、今までに、首都圏に

ついてのプロモーションはやや苦手な部分はあっ

たと思いますが、今回は、木下氏によるメディア

ミックスの活用を大いに期待するところではあり

ます。 

  しかし、その今後の計画とタイムスケジュール

についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 塩原温泉の誘客に

ついて、首都圏においての、確かにプロモーショ

ン、そういったものはやや苦手だったと。これか

らのそういったものの計画あるいはそのタイムス

ケジュールということでのお尋ねでございますが、

塩原温泉、そして板室温泉の誘客対策といたしま

しては、メディアミックスを、波状的に実施をし

ていくということとしております。 

  具体的には、本年３月から週１回栃木テレビ、

そしてテレビ埼玉で、テレビを媒体とした情報の

提供を行っています。 

  一方、ラジオにつきましては、去る９月７日か

ら週１回県内向けＦＭ栃木による放送を、開始を

いたしました。また、あわせて首都圏向けには、

今度はＦＭ東京との連携による放送を、予定をし

ております。この10月からは、首都圏向けのＡＭ

ラジオ局であります文化放送における放送を開始

する予定をしております。 

  さらに、ＪＲ東日本とのタイアップ事業により

ます、びゅうプラザというのがＪＲにはございま

すが、そういったところへのパンフレットの配置

や配布、そしてポスターの掲示、それから山手線

等の中づり広告、車両の中につるすものでありま

すが、そういった中づり広告や、昨年度も実施し

ました、いわゆる地元新聞紙への広告になります

が、それも今年度はあわせまして首都圏に投下さ

れる新聞広告なども行う予定をしております。 

  その他、フェイスブックによる旬な観光情報の

提供などを行いまして、首都圏を中心としたマー

ケットに対しＰＲによります、いわゆる誘客効果

というものを高めてまいりたいというふうに考え

てございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 
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○７番（櫻田貴久君） ぜひ、積極的に進めていた

だきたいと思います。次回の質問のときには、そ

ういった活動がぜひ評価されますというような質

問ができればと思って期待をしていますので、ど

うかよろしくお願いしたいと思います。 

  また、塩原温泉のインバウンド戦略についてお

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま塩原温泉

のインバウンドについてのお尋ねがございました。 

  去る８月28日に、上海を拠点といたしますイン

バウンドの委託事業につきまして契約を、締結を

させていただきました。その契約に基づきまして、

９月１日から上海の現地法人におきまして旅行事

業者やメディアに対する本市観光の情報発信や提

供、そのほか現地マーケット情報の収集業務など

を、開始をいたしております。 

  なお、11月には、早速上海から第１弾として30

名程度の訪日観光客が本市を訪れる予定というこ

とになっております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） うわさによると、塩原の混

浴が非常に気に入って来るというような情報も聞

いていますので、ぜひ、いい形でのお出迎えがで

きればということを期待して、次の塩原温泉の取

り組みを地元の人たちとどのように連携し進めて

いくのか、お伺いします。 

  また、地元の人たちの意見をどのように反映し

ていくのか、お伺いをします 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 誘客の取り組みに

ついて、地元の人たちとどのように連携をし、そ

してまた、そういった地元の声をどのように反映

をしていくのかということについてのお尋ねでご

ざいます。 

  誘客の取り組みにつきましては、行政や市内の

観光関係団体そして関係者などと連携を図りなが

ら、一体となって取り組むことが重要であると考

えております。行政といたしましては、アドバイ

ザー役やあるいはコーディネーター役として支援

することを基本的なスタンスとして考えておりま

すので、このような中で各種観光関係の会合など、

数々あるわけでございますが、そういった会合な

どの機会を捉えまして、多くの方々と協議、そし

て検討をさせていただきながら、皆様方のご意見

等を政策に反映させていきたいというふうに考え

てございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ただいま部長からそういっ

た説明がありましたが、恐らく、今のずっと再質

問を聞いていて、塩原温泉の人たちもやる気にな

っているんではないかと思います。木下氏が訴え

る塩原温泉の魅力を再発見し、磨き、消費者に的

確に伝えることが観光振興の第一歩だと思います。

塩原温泉の魅力によりながら、また塩原温泉が再

興することを願い、次の再質問に入ります。 

  ４番、５番、６番は関連をしています。次は、

板室温泉についての再質問をしますので、一括で

再質問をさせていただきます。 

  板室温泉の強みは、ただいま答弁をいただきま

したが、古き良き情緒ある温泉、源泉掛け流し、

自然が豊か、歴史的建物がある、湯治が目的では

あったが個性的な宿が数軒ある、放射能が少ない、

観光化、俗化がされていない、また手つかずのも

のがある、観光資源が無限大であるなど、板室温

泉の若き経営者とお話をし、出してもらいました
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が、本市も板室温泉をどのような温泉地と位置づ

けているのか、お伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 板室温泉をどのよ

うに位置づけているのかという点についてのお尋

ねでございます。 

  板室温泉は、県内では日光市に次ぎまして、昭

和46年に国民保養温泉地に認定をされました。こ

のすぐれた源泉掛け流しの閑静で落ちついたたた

ずまいを持つ温泉地であると、このように考えて

おります。周辺には、豊富な湿性植物の宝庫であ

ります沼ッ原湿原を初め、昨年オープンいたしま

した深山園地、そしてこの７月にオープンをいた

しました木の俣園地の巨岩吊橋、そういったもの

も含めて、美しい自然景観に恵まれた観光素材が

あると考えております。これらの、観光客に癒し

とゆとりの空間を感じとっていただける、魅力あ

る温泉地ではないかとこのように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 板室温泉は、湯治のイメー

ジが強い温泉地だと思いますが、今までに板室温

泉を本市としてはどのようにＰＲをしてきたのか、

お伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 今まで板室温泉を

どのようにＰＲをしてきたのかというお尋ねでご

ざいます。 

  ＰＲにつきましては、市、観光協会やおかみの

会などと連携を図りまして、板室温泉の美しい自

然景観あるいは効能すぐれた温泉、そして閑静で

落ちついたたたずまいなどの観光資源の観光ＰＲ

キャンペーンなどを東京スカイツリーや東京駅あ

るいは新宿駅の西口においてＰＲなど実施をして

きたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 板室温泉の代表的なイベン

トについてお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 板室温泉の代表的

なイベントということでのお尋ねでございますが、

既にご存じのとおりでありますけれども、代表的

なイベントといたしましては、那珂川をまたぐこ

いのぼり、そういったものの掲揚を平成10年から

実施をしているということでございます。ことし

は、４月18日から５月17日までの間におきまして、

板室のゆグリーングリーンの前で実施をしたとこ

ろでございます。 

  平成24年の４月21日から始まりましたカヌー体

験事業あるいは沼ッ原湿原でのニッコウキスゲの

キャンペーンといったようなものがあると考えら

れます。 

  また、８月８日には、同じく那珂川で漁業協同

組合などによるヤマメの放流なども行っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 板室温泉の代表的なイベン

トと言っても、恐らく市民の方も今部長から説明

があったのを、恐らく知らないんじゃないかなと

思いますんで、その辺も、せっかくやっているイ

ベントなんで、精査をしながら周知、それと板室

温泉は黒磯の人たちもなかなか灯台もと暗しでわ

からない人もいると思うんで、もっと積極的にど

うか応援をしてもらいたいなと思います。 

  また、板室温泉のインバウンドの戦略ですね、
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これは恐らく塩原温泉の戦略とは違うとは思うん

ですが、その辺についても具体的にお伺いをいた

します。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 板室温泉のインバ

ウンドの戦略ということについてのお尋ねでござ

いますが、先ほど申し上げましたが、上海を拠点

とするインバウンドの事業につきましては９月か

ら業務を開始させていただいたところでございま

すが、旅行事業者やメディアに対する本市観光の

情報発信や提供、マーケット情報の収集業務を既

に開始をしているところでございます。 

  このような中、塩原温泉そして板室温泉ともに、

那須塩原市の温泉地としてどんどん売り出してい

く必要があるというようなことから、塩原温泉と

ともに、プロモーション活動やＰＲですね、そう

いったものを通じまして、中長期的なインバウン

ド戦略を立てて取り組んでいきたいと、このよう

に考えてございます。 

  特に、インバウンドにつきましては既に事前に

調査を行った結果ではございますけれども、那須

塩原市の認知度というのはほとんどないに等しい

という、そんな報告も受けておりますので、特に

ＰＲ等を通じまして認知度を高めていく必要があ

ると、このように考えてございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 部長、これ知っていると思

うんですよね。お、も、て、な、し。という美し

い言葉があるように、このおもてなしの心がある

からこそ、板室温泉で安らぎを得ることができる

のではないでしょうか。温泉の保養効果はお湯の

成分だけによるものではなく、和の精神を初めと

した心の面からももたらされているものだと思い

ます。恐らく、板室温泉のよさは、ここの議場で

出ている人の中では一番阿久津市長が知っている

のではないかと思うんですが、こういった研修、

講習の内容についてもお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） おもてなしのご質

問でございます。 

  おもてなしの研修会あるいは講習会等につきま

しては、平成25年、ことしの３月でございますけ

れども、那須塩原市観光協会の連絡協議会という

市の全体の組織がございます。それと栃木県観光

物産協会がございます。それとの共催によりまし

て観光ホスピタリティ講習会を、実施をいたしま

した。 

  そこでは、おもてなしの考え方でありますとか、

接し方、そういうことにつきまして学んでおりま

す。このようなホスピタリティに関する研修とか

講習というのは、受け入れ体制側の非常に重要な

ファクターであるというふうに、私なんかは考え

ておりますので、今後ともこのような機会を捉え

ながら、おもてなしの心の醸成について努めてま

いりたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 僕は思うんですが、温泉宿

に一流ホテル並みのホスピタリティを求めるのは、

歌舞伎座に行ってオペラをやれと言っているよう

なものだと思うんですね。それに、欧米流のホス

ピタリティというのは、日本の温泉旅館になじむ

ものではないと私は思っています。いわゆる、い

い悪いは別にして、欧米人のビジネスというのは

合理主義的な発想に貫かれていますので、お金に

ならないサービスは無駄として排除するのが彼ら

のやり方だと思います。ホスピタリティというと、

漠然と利益を度外視した善意事業のようなイメー
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ジがありますが、それは誤解というもので、全て

客に対価を要求するのが欧米のホスピタリティだ

と思います。宿泊客がホテルのレストランで食事

をしても別料金が取られるし、ベルボーイに荷物

を運ばせればチップを渡さなければなりません。

宿泊料を払っているにもかかわらず、寝泊まりに

必要なベッドメーキングにまでチップを払うのが

欧米のホテルです。そこに、見返りを求めないサ

ービスという発想はありません。それがホスピタ

リティの本質だとすれば、日本の旅館が提供して

きた伝統的なサービスは対極にあるものだと思い

ます。ぜひ、板室温泉に宿泊をし、おもてなしの

心を体験してもらいたいと思います。 

  それでは、７月にオープンをしました木の俣園

地の今後の計画とタイムスケジュールについてお

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 木の俣園地の今後

の計画そしてタイムスケジュールというお尋ねで

ございます。 

  木の俣園地につきましては、７月13日に巨岩吊

橋をオープンさせていただきました。 

  また、今月の発注の予定ということになります

が、園地入り口、今は砂利の駐車場となっており

ますが、そこを、面積にしますと約1,100㎡ござ

いますが、そこの駐車場の整備を行う予定をして

おります。大型バスが４台、それから乗用車が22

台の収容台数を確保して整備を行うものでござい

ます。 

  今後の木の俣園地の有効活用ということにつき

ましては、木の俣園地の整備計画を策定した時点

におきましては、地元の板室温泉活性化委員会と

いう組織がございます。そういった組織と協議を

し、検討をして取り組んでまいりましたので、利

活用につきましても、今後、そういった団体とさ

らなる連携を図りながら、そういった協議会等会

員の皆様方の声なども参考にさせていただきなが

ら、この木の俣園地の利活用についても効果が高

まるように考えていきたいというふうに考えてご

ざいます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 木の俣園地も、板室温泉に

とっては重要な資源でありますので、やっとそう

いった完成形が見えてきたなと思って安心をして

いるところです。ぜひ、これも今後の板室温泉の

観光に寄与できればと思っていますので、積極的

に、なおかつ誰でも行きやすいような、そして気

軽に楽しめるようなものにしてもらいたいと思っ

ています。 

  また、板室ダム湖でネイチャー体験などができ

るようになり、新しいネイチャーフィールドがふ

えたことにより、観光客の入れ込み数はますます

ふえると思いますが、今後の整備の計画について

お伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま新しいネ

イチャーフィールドがふえたというお話がござい

ました。それに対する今後の整備計画ということ

についてのお尋ねでございます。 

  近年、新しいネイチャーフィールドがふえてき

たことによりまして、この10月には幾世橋の駐車

場に板室園地管理用の倉庫を、市の観光協会が設

置するという予定になっております。また、幾世

橋駐車場から板室ダム湖への進入路につきまして

は、国有林となっておりまして、緑の回廊という

ものに指定をされております。したがいまして、

現在は利用できないといったような状況にありま

すが、そういった状況の中で、地元の関係者ある
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いは関係団体から要望書も出てきたといったよう

なこともございまして、そこの進入路につきまし

ては現在関係機関と協議を進めているというとこ

ろでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ぜひ、これも板室温泉の新

しい財産なので、ぜひ積極的に整備を進めてもら

いたいと思います。 

  板室温泉の最後の再質問になりますが、板室温

泉の魅力について、地元の人たちとどのように連

携をとっていくのか、お伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 板室温泉の地元の

人たちと、どのように連携をとっているのかとい

うお尋ねでございます。 

  板室温泉につきましては、板室温泉活性化委員

会、それから市の観光協会におきまして、板室温

泉の魅力をより一層磨き上げるための検討を行う

など、綿密な連携を図っております。 

  今後におきましても、関係者との情報交換やあ

るいは情報提供、意見交換などを通しまして、綿

密な連携のもとで取り組んでまいりたいと、この

ように考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 板室温泉についての答弁も

ありがとうございました。私が再質問している間

に、恐らく、インターネットで中継されていると

思いますが、板室温泉に泊まりに行きたくなった

んじゃないかなという方が１人でも２人でもふえ

たら、本当にありがたく思っています。初めての

お客様も、お帰りなさいの気持ちでお出迎えをし

ますとパンフレットに載っています。というよう

な、板室温泉の温かさをぜひ確かめるためにも訪

れていただければと思います。 

  それでは、次の再質問に入ります。 

  本市独自の観光戦略を構築する組織とはどのよ

うなものなのか、具体的にお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 観光戦略を構築す

るということにつきましての組織、いわゆる、ど

ういった組織になるかというお尋ねでございます。 

  本市独自の観光戦略を構築するためには、魅力

を的確に把握するということはもちろんでござい

ますけれども、マーケットや社会情勢等分析をし

まして、的確な判断とそれからスピード感を持っ

て実行していくということが重要であると、その

ように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 少し再質問がダブるんです

が、戦略構築から決定、実施に至るプロセスのス

ピードアップが可能な組織とはどのようなものな

のか、本市のお考えをお伺いします。また、予算

などはどのように考えているのか、お伺いをしま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま戦略の構

築から決定実施に至るプロセスというお尋ね、そ

れと予算などをどのように考えているのかという

ことでございますけれども、予算につきましては、

基本的には各種観光の施策がスピード感を持って

実施ができるように考えていくということであり

ますけれども、現行の組織、そういった、いわゆ

る今産業観光部が所管しておりますけれども、現

在の既定の枠組みの中でも、先ほど申し上げまし
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たように、的確な、いわゆる状況の把握と、それ

から判断、そしてスピード感を持っていくと、そ

ういった考え方のもとに取り組んでいかなければ

ならないというふうに思いますが、予算につきま

しては、必要に応じて適宜予算措置が行えるよう

な、それも迅速にできるようなことも考えていか

なければならないというふうに考えておりますけ

れども、今、既定の組織あるいは予算編成のプロ

セス、そういった一つの段階と、いわゆるそうい

うものがございますので、できるだけそういう現

行組織の中におきましても、いわゆる事務の効率

化と申しますか、スピード感を持って、予算につ

きましても対応できるように、そのような方向に

向けて検討していきたいというふうに考えてござ

います。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 恐らく、部長、それが縦割

り行政の悪いところなのかもわかりませんが、こ

ういったものに関しては、那須塩原市の庁内でも

スピードを有するものに関しては特区でも出して

もらって、ぜひ、観光に思い入れをして進めても

らいたいと思います。そんなことを要望しますが、

また、各種の観光政策がスピード感を持って実施

できるように地元関係者との連携をどのように考

えているのか、最後にお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 各種の観光施策が

スピード感を持ってできるように、地元関係者と

どのような連携をとっているのかということでご

ざいますけれども、スピード感を持って観光施策

を実施するためには、情報の共有や意思の統一、

そういったことが重要なファクターとなってまい

ります。このようなことから、地元関係者と連携

を密にしながら、将来を見据えた施策を共有し、

そして各関係団体が実施する事業等につきまして

も、お互いに相乗効果を発揮できるようにしてい

くといったようなことが重要なのではないかとい

うふうに考えてございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 十分に理解をするところで

あります。観光戦略を構築する組織が10年後最高

峰を実現するためには必要不可欠だと思います。

ぜひ、一日も早く組織を構築してもらいたく要望

し、次の再質問に入らせていただきます。 

  今後、那須ガーデンアウトレットの案内所も、

設置場所の変更などを含め、もう少し積極的に考

え、検討してみてはどうか、お伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま那須ガー

デンアウトレットの案内所につきましてのお尋ね

をいただきました。 

  案内所の設置につきましては、関係市町、団体

と共同設置を行っております。市単独ということ

での考え方に基づいて、それを即反映させるとい

うことはすぐにはできないわけでありますが、そ

ういった組織の中で会議等がございますので、そ

ういう会議の中で協議をさせていただき、そして

今後の案内やＰＲの方法についてもできるだけ効

果的な方法が探れるように、関係者と検討をして

まいりたいというふうに考えてございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 那須と塩原の玄関口という

責任と、それと強烈なリーダーシップをとって前

向きに進めてもらいたいと思います。 

  また、８月には花火大会の実施など、かなり誘

客に積極的に取り組んでいたようです。今後、本

市として那須ガーデンアウトレットの後、さらな

る誘客についての連携をどのように行っていくの
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か、お伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 先ほど案内所につ

いてのいわゆる効果的な方法を検討していきたい

ということでお答えをさせていただきましたが、

さらなる誘客についての連携ということでござい

ます。 

  那須ガーデンアウトレットは、たくさんの買い

物客や観光客が入っております。この施設を初め、

他の観光施設もたくさんあるわけでございますの

で、どのような連携をとることによって、効果が

上がるか、またそこにお出でいただいた方が他の

観光施設への回遊という、そういったものをどの

ように持っていくかといったようなことを今後の

中で検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） インバウンドにも那須ガー

デンアウトレットは、本市としては恐らく外せな

い重要な施設だと思うんですね。那須ガーデンア

ウトレットにおいて、どのような観光ＰＲを本市

としては行っていくのか、そこも具体的にお伺い

をします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 那須ガーデンアウ

トレットにおいてどのような観光ＰＲを行ってい

くのかというお尋ねでございます。 

  観光協会と連携した観光ＰＲキャンペーンとい

うのは、今までもやってきておりますけれども、

今後もそういったキャンペーンを積極的に行った

り、あるいは観光案内所にパンフレットを、設置

をしたり、あるいは案内を行っておりますけれど

も、さらに、観光地への誘導、そういったことに

つきましても効果的な方法を考え、そしてまた、

今インバウンドのお話もございましたが、インバ

ウンドにおいても買い物客が立ち寄るあるいは観

光客が立ち寄るという場所としては非常に核とな

る施設であるというふうに考えておりますので、

そういったことも含めましてＰＲを行ってまいり

たいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、ガーデンアウト

レットに対して最後の再質問なんですが、これは

一番本当に聞きたかったんですね。那須ガーデン

アウトレットからの回遊の仕組みづくりについて

はどのような形で進めていくのか、お伺いをしま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ガーデンアウトレ

ットからの回遊の仕組みづくりということでのお

尋ねでございます。 

  回遊の仕組みづくりにつきましては、先ほども

若干お答えさせていただきましたけれども、特に、

地元の交通機関、そして温泉観光関連業界、また

ホテル、旅館あるいはほかの観光施設などとも連

携を図っていくということは申すまでもございま

せんけれども、特に、観光拠点となるそれぞれの

施設には大変魅力のあるものがございますので、

そういった拠点、いわゆる点と点をどのように有

効に結びつけていくか、いわゆる回遊の仕組みづ

くりを関係者の意見等もいただきながら、できる

だけたくさんのお客が来る施設でございますので、

そういったお客さんをできるだけこの那須塩原市

内あるいはこの那須地域で回遊できるような、そ

ういった仕組みづくりというのが大変重要になっ



－171－ 

てくるのではないかというふうに考えてございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 一日も早く回遊の仕組みを

検討していただきたいと思います。このことを強

く要望し、次の再質問に入ります。 

  紅葉シーズンの誘客につきましては、メディア

ミックスを駆使した誘客活動の具体的な内容につ

いてお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 紅葉シーズンに向

けた対策ということでございますけれども、これ

から紅葉シーズンに入ってきます。先ほど、メデ

ィアミックスを活用した、いわゆるＰＲを行って

いくということで、テレビ、ラジオ、ＪＲ、その

ほかフェイスブックなどの活用ということもお答

え申し上げましたが、そういったメディアミック

スをフルに活用させていただきながら、この紅葉

シーズンに向けた取り組みを考えていきたいとい

うふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ぜひ、期待をしています。

10年後には、日本で最高峰の観光都市を実現する

那須塩原市としては、周囲の自然環境を生かし、

国内外のビジター、訪問者が中長期的にわたって

滞在できるような仕組みが望まれます。 

  最近、単なる観光旅行ではなく、はっきりとし

た目的を持った新しい旅行の形が注目をされてい

ます。那須塩原市の温泉地では、複数のツーリズ

ムを標榜することができるはずです。ヘルスツー

リズム。温泉森林保養地に滞在し心身のリフレッ

シュ、積極的な健康づくりを目的としたメニュー

に沿って、医師やコメディカルのアドバイスを受

けながら行うもの。エコツーリズム。地域の自然

や文化財などに触れ、学び、体験を通じ地域の理

解を深め、地元の人たちと交流する。ヘリテージ

ツーリズム。文化歴史的遺産や自然遺産を学び、

体験する。グリーンツーリズム。地域の農業、牧

畜などを体験し、地元の人たちと交流を行う。最

後に、ヒーリングエステティックツーリズム。美

容やマッサージなどで心身を癒す。こういったツ

ーリズムを利用し、ぜひ那須塩原市のポテンシャ

ルを十分に生かし、塩原、板室温泉の再興に努め

てもらいたいと思います。 

  そのために、木下審議監の手腕に心より期待を

し、この項の質問を終了させていただきます。 

○議長（中村芳隆君） 途中ですが、ここで10分間

休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５８分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、２の行政サービ

スの向上のための人材育成についての質問をいた

しますが、訂正をお願いしたいと思います。 

  ５行目、人事の育成とありますが、人材の育成

に直していただければと思います。 

  それでは、２、行政サービス向上のための人材

育成について。 

  平成25年度市政運営方針の中に、「持続可能な

社会の構築を進めていくには、前例に捉われるこ

となく積極果敢に「変革」に挑んでいかなければ

ならず、そうした意味からも職員一人ひとりが、
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失敗を恐れず市の抱える問題に対し取り組む環境

を整えつつ」とありますが、本市職員の役割や意

識改革、人材育成、人事評価について、以下の点

についてお伺いをします。 

  (１)市長就任２年目に当たり、市政運営方針に

おいて「職員一人ひとりが、失敗を恐れず市の抱

える問題に対し取り組む環境を整えつつ」と述べ

ていますが、具体的な内容をお伺いします。 

  (２)よくお役所バッシングという言葉を耳にし

ますが、今までに、職員の対応について市民から

感謝、クレーム、不満など、どのような声が届け

られたか、お伺いします。 

  (３)職員の能力や業績、職責などを適正に反映

した人事制度になっているか。職員のモラル向上

と組織の活性化を図るため、本市の人事評価制度

についてお伺いします。また、本市の人事評価制

度の運用についてお伺いします。 

  (４)職員のモチベーションを上げるために、本

市としてはどのような取り組みをしているか、お

伺いします。 

  (５)やる気のある職員の意欲を高めるためには

チャレンジ意欲を高揚させる異動制度の充実が上

げられるが、本市の考えをお伺いします。 

  (６)職員の能力の開発及び資質の向上を図るに

は質の高い行政サービスを提供することにつなが

ると思うが、本市の取り組みをお伺いします。 

  (７)市役所の行政サービスがよりよいものにな

っていくためには、やはり職員のさらなる努力と

変化が必要だと思います。那須塩原市人材育成基

本方針に基づき、職員研修の充実、人事評価の活

用、適材適所の人事配置などを通じ、職員一人一

人の能力開発と資質の向上を図り、精鋭集団の確

立を図るための取り組みの概要と今後の計画につ

いてお伺いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 櫻田議員の質問にお答え

いたします。 

  まず、(１)の「職員一人ひとりが、失敗を恐れ

ず市の抱える問題に対し取り組む環境を整えつ

つ」の具体的な内容についてお答えいたします。 

  私は、このまちに生まれてよかった、住んでよ

かったと実感できる那須塩原市にしたいと考え、

市政運営に取り組んでまいりました。そのために

は、これまでと同じような取り組み姿勢では市民

が求めるまちづくりは難しいと考えており、「変

革」を唱えております。 

  この「変革」を推進する上で、職員一人一人の

意識は大変重要な要素であり、前例にとらわれず、

失敗をおそれず、チャレンジしてほしいと考えて

おります。そのためにも私自身が先頭に立って課

題に取り組む姿勢を示すことで、職員の意識も

徐々に変わってきていると感じております。その

ようなことから、意識の持ち方という面での環境

を整えることがまず優先すべきと考えております。 

  ２番目の職員の対応について市民の皆様からど

のような声が届けられているかですが、市民の皆

様からは、職員の対応に関するご意見、ご指摘が

届いております。特に、窓口での不適切な対応態

度や言葉遣いなどといった接遇の至らなさに関す

るものもあります。ただし、税務関係の賦課徴収

に関する職員についてもクレームが多いわけであ

りますが、これらにつきましては、市民の公平性

の観点から目ぞろいをして臨んでおりますのでご

容赦をいただきたいと思います。 

  一方、職員が親身になって相談に乗ってくれた、

あるいは窓口で親切に応対してくれたといった言

葉をいただくこともあります。 
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  次に、人事制度並びに人事評価の概要及び運用

から(７)の職員の能力開発及び資質向上、並びに

精鋭集団の確立に関する件につきましては関連が

ありますので一括してお答えをいたします。 

  まず、能力や業績などが適正に人事制度に反映

されているかについてですが、人事の基本的な考

え方は、単に年功序列的な硬直したものでなく、

職員の能力や資質を十分見きわめ、やる気のある

職員の抜てき登用や再任用の有効活用等も含め、

効果的な人員配置、転換を行うことでより一層の

適材適所を進めていこうと思っています。 

  次に、人事評価制度についてですが、現在、係

長級以下の職員を対象とする「姿勢・適性評価」

と、管理職を対象とする「管理能力評価」の２つ

の能力評価を実施しております。この２つの能力

評価は、単に職員間に優劣をつけ、選別をするも

のではなく、職員間の差をなくし、組織全体の底

上げを図るための人材育成を主眼として実施して

おります。 

  なお、評価結果につきましては、昇任、昇格な

ど、人事上の参考資料として活用しており、今後

ともこの評価制度が有効に機能するよう、評価の

精度の向上を図ってまいります。 

  また、職員のモチベーションを上げる具体的な

取り組みとして職員提案制度を実施しております。

この制度は、職員がふだん業務を遂行している中

で、サービスの向上や事務の効率化等で、こうす

ればいいのにと思っていることについて改善策や

新たな取り組みを自由に提案できるものでありま

す。具体的には、窓口サービスの向上のためタブ

レット端末を設置する予定ですが、これも提案制

度による１つの例でございます。 

  このほか、職員の能力開発及び資質の向上を図

るための取り組みとして、那須地区広域行政事務

組合や栃木県市町村振興協会、日本経営協会、市

町村アカデミーなどが主催して行う、多種多様な

研修を行っております。 

  この研修は、在職年数や職階に応じた全ての職

員を対象とするもののほか、職員みずから希望し

て受講する研修など、能力開発や資質の向上に効

果があるものと考えております。 

  終わりに、今後、職員が減少する中、高度化か

つ多種多様化する市民ニーズに的確に対応し、行

政サービスをよりよいものにするためには、職員

の変化が必要であり、人材の育成が不可欠である

と考えております。 

  こうしたことから、職員としての必要な知識、

スキルを高めるための各種研修を継続的に実施す

ることで、職員一人一人がより高いパフォーマン

スを発揮することができる精鋭集団の確立を目指

していきたいと思っています。 

  以上で第１回の答弁とします。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 市長、ご答弁ありがとうご

ざいます。 

  行政サービスの向上のための人材育成について、

(１)から(７)は全て関連をしていますので、一括

して再質問をさせていただきます。 

  失敗をおそれて何もしないのが失敗だと思いま

すが、どのような意識を変えるのか、方法をお伺

いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 実は、いい新聞記事が数

日前ありまして、これは本市に在住する料理研究

家の越石直子さん、36歳の発言が新聞に取り上げ

られておりました。失敗が怖くても進んでいかな

ければ夢はかなわない。こういう言葉に強くはっ

とした思いでした。私は、一昨日のこの議場でも

お話ししいたしましたが、いわゆる人口の減らな
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い都市の実現のために定住促進の取り組みを最優

先で実施していくと、こういうことを申し上げま

した。その一環として、人口が減らないためにど

うするか、この一環が例えば除染の問題であった

り、あるいはきのうから話題になっている、いわ

ゆる「ゆ～バス」ですね、10路線、94本の新設が

ある、全体では大変な数の路線に、既存のものが

これに加わりますんで、大変な数になってまいり

ますが、こういうこと、あるいは防犯灯を7,400

灯でしたっけ、七千数百灯、１年でＬＥＤ化する、

こういうことも、200基ずつやっていると40年か

かると言うんですね。防犯灯も腐ってなくなっち

ゃうと。前の防犯灯。こういうこともありますし、

あるいは子どもたちに対しての親切丁寧な、例え

ば医療費の６年生から18年のかさ上げ、これは完

全無料化ではありませんが、準無料化。あるいは

水痘、おたふく風邪、あるいはＢ型肝炎、不活性

ポリオワクチンあるいは４種混合ワクチンの接種、

こういうこと、あるいは幹部職員の登用、これ、

全て現在那須塩原市では体験した職員がいない事

業です。でも、将来に備える。 

  こういうことで、１つの新しい事業に取り組む

ためには、相当多くの皆さんと意見交換をしなが

ら取り入れていかないと実現が難しい、そういう

意味で、私は「変革」と言っていますけれども、

それが正確な言葉かどうか、わかりませんが、や

っぱり大変なプレッシャーとリスクを、私も職員

も新しいものに取り組む場合は必ずしょうと。こ

ういう中で、おそれるなと、絶対前に進めと、こ

ういうことでやっているのが、いわゆる過ちをお

それずに進む、この原点にあると思います。 

  ただ、むちゃくちゃにやっているわけではござ

いませんので、相当の精度で成功例を導く方策が

ずっと短期間ではありますが示されてきたものと、

私は考えておりますので、どうぞご理解いただき

たいと思います。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 市長、ご答弁ありがとうご

ざいます。 

  まさしくそのとおりだと思いますが、公務員に

なるときに、宣誓書にサインをするとよく聞きま

すが、内容をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 新採職員につきまして

は、任命権者の前で宣誓を行うということになっ

ております。これは、職員の服務の宣誓に関する

条例に定められておりまして、内容的には、日本

国憲法を尊重して擁護をする、地方自治の本旨を

呈するとともに、公務を民主的かつ能率的に運営

すべく責務を深く自覚する、全体の奉仕者として

誠実かつ公正に職務を執行すると、こういったも

のを、宣誓をしてもらうというものでございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 本当に、この全体の奉仕者

というところが非常に大事なところだと思うんで

すが、僕のこの再質問が終わるまでずっとそこの

部分を思いながら答弁をしていただければと思い

ます。 

  また、お役所バッシング、公務員バッシングに

はメディアの影響も否定はできません。しかし、

メディアにとっても、市民にとっても、負の感情

をぶつけやすい存在がお役所だったり公務員だっ

たりすると思います。しかし、満足している市民

も一定数はいると思っています。満足している市

民の声をどのように伝えているのか、お伺いをし

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 最近の例でございます
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けれども、市民の方から道路の補修というような

事案がございました。それで、担当部局のほうに

言ったところ、速やかに対応していただいたとい

うことで、感謝の手紙もいただいているというこ

とがございました。それなども過日の会議の際に、

担当部長のほうから報告があったわけでございま

す。そういったことで、そういうふうな、いわゆ

る感謝の言葉、手紙等をいただいた場合にはよい

見本となる事案でございますので、これにつきま

しては部長会議等で周知をして職員のほうにつな

げてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） よく専決処分で事故とかし

たやつはよく聞くんですが、これからはいいこと

をしたこともできれば出してもらえれば、本当は、

もっと感謝していいことを出してもらいたかった

んですが、時間の都合上、後で個別に教えてもら

えればと思います。恐らく、市民の人は大方感謝

している部分もあるし、あと、いつも思うんです

が、役所ってやっぱりユーザーを選べないんです

よね。その辺はやっぱりよくわかると思うんです

が、普通であれば、民間であればもちろんお客さ

んが選べるんで、こういったのも少ないとは思う

んですが、やっぱり役所の仕組みを考えるとそう

いったこともあれなんで、できればもう褒めても

らったりというのは、どんどん、手前みそでも何

でもいいと思う、自慢でも何でもいいと思うんで

すが、もう少し、役所の職員がバッシングされる

のも、市会議員として見ていても非常につらい部

分もあるんで、それは多分それ相応なりの批判、

苦情の中から改善のネタを見つけ、常に向上し続

けることが大事だと思いますが、職員が萎縮し、

低いモチベーションの中で仕事をすることがない

よう、またどのような指導をしているのか、そこ

の辺もお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 当初の質問で、モチベ

ーションを上げるためにということで、各種の研

修の充実というようなことが市長のほうからも答

弁があったかと思います。 

  特に、研修には積極的に参加をしていただくと

いうのはもちろんでございますけれども、人事評

価の中で、課長等においては、職員と一人一人個

別の面談というものも実施をしております。そう

いった面談を通じて、直接話し合いをすることに

よって、それらに基づいての個人個人に合った個

別の指導というような形で実施をしているという

状況でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 職員のモチベーションを上

げることは非常に難しいことだと思います。職員

にやる気がないという意味では決してありません。

市民からの期待に応えて当たり前、どんなにいい

仕事をしても評価されないし給与にも反映されな

いのが職員です。これだとなかなか職員のモチベ

ーションは上がりません。さらに言えば、強い使

命感を持っているからこそ、モチベーションが下

がりにくいのだと思います。反面、上がりにくい

傾向にもあるわけです。そこで、職員のやりがい

を考え、職員提案制度を実施していると答弁をも

らいましたが、年間にどのぐらいの提案が上がっ

てくるのか、お伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 職員提案制度の実績で

ございますけれども、平成24年度１年間では16件

の提案がございました。そのうち９件、これらが

採用になったという状況でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 
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○７番（櫻田貴久君） 提案が採用された職員はし

っかり褒めてやっていますよね。その辺を伺いま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 提案制度ということで

ございまして、採用された職員に対してはしっか

り褒めてやっているかということでございますけ

れども、報償という形で、金一封ということで、

それも含めまして褒めているというふうなことで

ございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 多分、この中継、職員も見

ていると思うんですが、今、多分、庁内でどよめ

きが起こっているんじゃないかと思います。その

辺は本当にしっかり褒めてやってもらいたいと思

います。本当、切にお願いします。 

  職員の能力開発及び資質の向上を図るための取

り組みを図るのに、本市としては独自な研修を行

っているのか。または、いろいろな研修に何人の

職員が参加しているのか、わかっている範囲でお

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 独自の研修でございま

すけれども、本市においては２つの独自研修を実

施しております。１つが、これから55歳以上の職

員がかなり多くいるわけでございまして、５年後

にはかなりの退職者が見込まれるということで、

次期の管理職者に対します予備研修的なもの、こ

れと、技能労務職研修、これらを市の独自の研修

として行っております。 

  それと、何人の人数がということでありますけ

れども、平成24年度、全体で668人の職員が研修

を受けております。これは独自研修も含まれてお

ります。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 職員を育てる意味では信賞

必罰の徹底はかなり必要だと思いますが、本市の

考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 当然、先ほどの提案制

度で出した、採用されたものに褒めるというとこ

ろではございませんけれども、先ほどもちょっと

触れましたけれども、人事評価の中で個人面談を

しておるということはお答えしたとおりでござい

ますけれども、その中でも、本人の長所、短所等

があるわけでございます。面談を通じまして、長

所を生かすような方策、短所をなくすようなとい

うようなことを踏まえながら、そういった形で面

談を行って、職員の資質の向上に役立てていけれ

ばというふうに考えておるところでございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） この質問は、前にもしたこ

とがあるんですが、信賞必罰を、えらいこと、原

稿３枚ぐらい読み上げて、前君島議長に注意をさ

れた経緯があるんですが、本市のやる気のある職

員の意欲を高めるためには、チャレンジ欲を高揚

させる異動制度も１つだと思います。そこに、フ

リーエージェント制度があると思うんですが、本

市の考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） フリーエージェント制

度、プロ野球あたりでよく使っておるかと思いま

すけれども、自分の能力等をほかのところに売り

込むというような意味合いのものかと思いますけ

れども、それについては現在のところすぐ採用と

いうことも特段、現在のところは考えておらない



－177－ 

ところでございます。そう言った中で、毎年各部

局長を対象に人事のヒアリングというものを行っ

ております。各部局長等におきましては、部局内

の職員との面談を含めて、異動希望等の話も出て

きております。そう言った中で、人事のヒアリン

グの中でそういった話を聞きながら、そういった

ものがすぐ採用されるかどうかというのは、いろ

いろありますけれども、そういった機会を通じて

職員の希望等も伺っているというような状況でご

ざいます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） フリーエージェントは積極

的にやっている自治体もありますので、ぜひその

辺も考えてもらいたいと思いますが、業務評価が

他人に評価されることを前提とするなら、職員の

異動に自己推薦制を認めてはどうか、本市の考え

をお伺いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 現在、自己推薦制とい

うものは設けてはおらないわけでございます。 

  そう言った中で、先ほどの答弁とちょっとかぶ

るかもしれませんけれども、部局長においては、

そういった意見を聞く機会があるというところも

ございます。 

  また、本市の人事の関係としては、新採職員に

ついては３年を一つの目安で異動させる、また10

年以内には３つの部署を経験させるというような、

基本的な方策もあるわけでございます。 

  現在のところ、それらを活用しながら人事異動

については進めてまいりたいというふうに考えて

おります。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 前にもＦＡ、フリーエージ

ェント制度については質問をいたしました。新た

な人事制度の一つとして、全国の自治体の中で取

り組みが始まっています。職員にやりがいなどの

意欲を持たせ、能力を開発し、職場の活性化を図

る目的で実施されています。 

  また、職員に対して、やってみたい職務や行き

たい部署に関する希望、現在の職務での成果など

を文書で申告させる自己申告制度も実施し、異動

に当たって、できる限り職員の希望をかなえるよ

う配慮している自治体もあります。ぜひ本市も前

向きに検討してもらいたいと思います。 

  また、人員配置、転換を行うことにより、一層

の適材適所を進めていくとありますが、このよう

なことは既に実施をされているのか、お伺いをい

たします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（成瀬 充君） 毎年、人事異動に関し

ましては、人事異動に関する基本的な事項という

ものを定めて人事異動を実施しております。当然、

その中にも適材適所というような形をとっており

ます。適材適所については実施をしているという

状況でございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 職員の質が上がれば、必然

的に市民のサービスも上がると思います。阿久津

市長のもと、市民の質の高いサービスに応えるべ

き精鋭集団を目指してもらいたいと思います。市

役所は、市民の役に立つところになるべきです。

当たり前だと思うことを当たり前にするだけで、

たくさんの市民の皆さんの役に立てるはずだと思

います。僕は、那須塩原職員が自信を持って頑張

ってもらいたい。だから、阿久津市長が言ってい

る、本当、失敗をおそれず挑戦させるなんていう

のは、すごいいい試みだと思うんですね。本当に、

先ほどから言っているように、○○○○○○○○
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○そう

いうことじゃなく、これからの那須塩原市の将来、

恐らく、部長さん、課長さんはあと数年でやめる

と思いますが、今入ってくる職員たちは、宣誓書

に書いた初志貫徹、初心忘るべからずだと思うん

ですが、そういった気持ちで入ってくる人間たち

も、ぜひ、これからの那須塩原市の行く末を見る

上では財産にしてもらいたい。そして、モチベー

ションが落ちることなく、いろんな仕組みを考え、

一生懸命仕事をさせてもらえれば、必然的に市民

のサービスの向上、こういった話をするのも何な

んですが、旅館に行って、かゆいところに手のサ

ービスをしてもらうのに、不満を言うお客さんは

いないとおもうんですね。例えば、もし市長が肉

が嫌いだったら、次行ったときに同じ肉が出たら、

それはやっぱり文句言いますよね。しかし、その

データをとっていれば、次は、市長は肉が嫌いな

んだなというような形で魚を出すとかという手段

ができます。それはあくまでも情報だと思うんで

すね。そういった情報は絶対大事なんですよね。 

  僕は、サービスは、那須塩原市にとって、もし

かして職員も一歩外へ出れば市民です。しかし、

11万7,000人にかなえるサービスがオーダーメー

ドのサービスだったら文句を言う市民は絶対ない

と思うんですね。そういった意味では、個人情報

どうのこうのという、情報の部分はありますが、

その辺も勘案しながら、市民が喜ぶような、市民

が笑って市役所に行けるような、であれば、職員

がもっと自信を持ってやってもらいたい。いつも

市役所に行くと、いい顔して生き生きしている、

僕は、今回の質問は、職員の質が上がれば必然的

に市民に高いサービスをするというような形で質

問をさせていただいています。僕も一市民ですが、

市会議員として中に入ると、本当に市役所の職員

がかわいそう。○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○さっきも言ったように、ユーザ

ーを選べない、そして市役所の職員というのはで

きないと言えないのが、また、だから答弁でもそ

うだと思うんですが、検討しますとか、承りまし

たという答えが出ると思うんで、それは一般質問

の世界だからいいんですが、職員までそういうの

が非常にかわいそうだと思うんですね。だから、

そういった部分をぜひ解決してもらって、ここの

地域が県北でリーダーシップをとっていくのは当

たり前です。そのためには、職員の力は必要不可

欠だと思うんですね。ですから、職員が自信を持

って、そしていつもわくわくするような、そして

私たちと一緒にまちづくりをしてもらいたい、そ

んなような環境をつくってもらいたいと思います。 

  これは要望しますので、また、在籍期間中にど

うなっているか、職員の顔が生き生きとしたら、

本当部長よかったねなんていうような形で質問が

できればいいと思ってますんで、この項の質問は

終了させていただきます。 

  それでは、３．本市の10周年記念事業について。 

  平成17年１月１日に、栃木県で第１番目に合併

し、はや10周年を迎えようとしている。地域の活

性化、地域の振興、市民のプライドを考えた10周

年記念事業について、本市の取り組みなど、以下

の点についてお伺いします。 

  (１)合併10周年記念事業についての本市の考え

をお伺いします。 

  (２)合併10周年記念事業についての具体的な計

画とタイムスケジュールについてお伺いします。 

  (３)合併10周年を記念してネーミングライツ、

命名権なども積極的に取り組んでみてはどうか、

本市の考えをお伺いします。 

  (４)合併10周年記念事業について、市民または

各種団体からの要望を何か伺ってみてはどうか、
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市の考えをお伺いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 那須塩原市誕生10周年

記念事業についてのお尋ねに、順次お答えをいた

します。 

  まず、(１)の本市の考え方についてですが、市

民を上げての慶事として、市民一人一人が市内各

地域の特性について理解を深めながら、那須塩原

市に生まれてよかった、住んでよかったと実感で

き、10周年を契機として次につながるような事業

を実施していきたいと考えております。 

  既に、市の歌制定については、市の歌選定委員

会を立ち上げ、取り組みを行っているところであ

り、その他の事業につきましても、庁内に検討委

員会を設置し、イベントのグレードアップや新規

イベントの創設等について検討を始めたところで

す。 

  次に、(２)具体的な計画とタイムスケジュール

についてですが、検討委員会における結果を平成

26年３月までに取りまとめ、平成27年１月１日に

10周年を迎えること、記念式典の開催を同年11月

に予定していることから、平成27年１月１日から

平成28年３月31日までの１年３カ月を実施期間と

考えております。 

  次の(３)ネーミングライツについては、既に他

自治体で導入しているところもありますので、そ

れらの事例を参考にしながら今後検討してまいり

たいと考えております。 

  最後に(４)市民、各種団体からの要望を伺って

みてはどうかについてですが、10周年記念事業に

ついては、市民との協働、市民との一体感という

ことを踏まえての事業展開を考えており、市民が

みずから考えみずから実行する事業に対して、市

民提案型協働のまちづくり支援事業の充実を図り、

支援してまいりたいと考えております。 

  その他のイベントについては、各種団体の実行

委員会等でご意見を伺ってまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは順次、再質問をさ

せていただきます。 

  まず最初に、庁内の検討委員会の概要をお伺い

します。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 検討委員会ということ

でございますけれども、検討委員会は各部の幹事

課長補佐８名により構成をされておりまして、本

年７月に発足をいたしまして、これまでに２回ほ

ど会議を開催したというところでございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） それでは、イベントのグレ

ードアップや新規イベントの創設についての基本

的な方針についてお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） イベントの考え方とい

うことでございますけれども、10周年記念事業に

おいてはイベントだけを行うわけではございませ

んで、市の歌の制定ということを先ほど申し上げ

ましたが、そのようなことで取り組んでいくとい

うことでございます。 

  特に、イベントの考え方ということでございま

すけれども、５周年の事業のときには農観商工連

携事業を立ち上げ、ブランド認定等を行ったとい

う経緯もございます。そのように、10周年を契機

として次につながるようなものになればというふ
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うに考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） ５周年よりは、恐らく、10

周年のほうが重みありますよね。そんなことを考

えると、無駄を省いたり事業をカットしたりと、

財政健全化に向け、本市もさらなる努力をしてい

ますが、それではどうしても限界があると思いま

す。それであれば、発想を転換し、今までに全く

収益を得られなかったところから新しく広告費な

どを得て、市の財政に少しでもプラスになるよう

なネーミングライツなんかはいい政策だと思いま

すが、ネーミングライツとは、日本語に訳すと命

名権に当たり、人間や建物、施設、キャラクター

などに対し命名することができる権利を意味する

とあります。であれば、ネーミングライツについ

ては、今後検討すると答弁をいただきましたが、

せっかくですから、10周年記念事業に抱き合わせ、

検討をしてみてはどうか、本市の考えをお伺いし

ます。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） ネーミングライツを10

周年に合わせて検討してはということでございま

すが、実は、ネーミングライツについては、現在、

市有財産の有効活用、財源の確保という点から検

討を行ってございます。 

  このところ、他自治体の取り組み状況を見ます

と、必ずしも思うようにいってないというような

状況もございますので、いずれにいたしましても、

今後さらに検討を加えていきたいというふうに考

えております。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 千葉市の事例だったと思い

ますが、千葉マリンスタジアムの人工芝の張りか

えで経費がかかるので、ネーミングライツを募集

して年間幾らかの金の10年間という計画で張りか

えをしたなんていう話もありますんで、その辺は、

これが多分きっかけだと思うんで、積極的に考え

てもらいたいと思います。 

  また、市民との協働、市民との一体感というこ

とを踏まえての事業展開と10周年記念事業をどの

ように結びつけていくのか、具体的な内容につい

てお伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 10周年と市民協働とい

う観点でございますけれども、今回の10周年記念

事業における協働という点につきましては、これ

まで市民の意見を聞いて、市が事業を行っていく

というスタイルで行ってきた事業が５周年でも多

かったということでございますけれども、さらに

ステップアップをしまして、市民にみずから考え、

みずから実行してもらいたいというふうに考えて

おりまして、市民がみずから行う事業に、協働の

まちづくり支援事業をバージョンアップさせ、支

援をしていきたいと考えてございます。 

  今考えている具体的なものとしては、平成27年

度で実施する事業を26年度中に募集をして認定を

するというようなものを考えてございまして、現

行の支援事業の具体的な制度の見直しについては

これからということになります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 10周年記念事業は、単年度

事業だと思いますが、市民提案型協働のまちづく

り支援事業の充実を図り、支援していくとありま

すが、10周年記念事業とのかかわりについてもお

伺いをします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 
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  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） この10周年を契機とし

てというところでの市民協働ということで、先ほ

ど申し上げましたように、協働のまちづくり支援

事業を10周年がと言うにふさわしい事業を市民か

ら提案していただければというふうに考えている

ところでございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） きのうの相馬剛議員がやっ

ぱり市歌の話なんかもしましたが、こういったこ

とが、恐らく、阿久津市長が唱える、住んでいて

よかった、住みたいまちとか、あとは市民のプラ

イドとかと、いろいろ、そういったものにかかわ

る部分だと思うんですね。ぜひ、これから那須塩

原市は、市長が言っているように本当にポテンシ

ャルの高いところですし、そういったものを十分

に活用しながら、部局を横断して、なおかつさっ

き総務部長からありましたように、ぜひ職員の方

からも提案をしてもらい、採用されれば金一封が

出るという話になってますんで、ぜひ、積極的に

職員の方からもそういった話を聞いたりしてみて

はどうかと思いますが、各種団体からの意見を伺

うということもありますので、これはどのぐらい

の数の団体から伺うのか、その辺もちょっと具体

的に説明をしていただければと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸君） 先ほど答弁いたしまし

た各種団体と言いますのは、例えば、巻狩まつり

とか産業文化祭のような、イベントにおける主催

団体ということでございまして、そういった実行

委員会の中で意見を伺っていけばというふうに考

えているところでございます。 

○議長（中村芳隆君） ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 部長の返事の大きさに圧倒

はされるんですが、本当にこの10周年記念事業と

いうのは１回しかないわけですから、ぜひ職員、

そして市民、そして思い出に残るようなという、

一生何か残るような記念事業にしてもらいたい。

そのためには、今までにない、市民を巻き込み、

本当に価値のある、そういったイベントにしても

らいたいと思います。 

  思い出せば、開湯1,200年だったと思うんです

が、開湯1,200年の後の塩原温泉って、最初に戻

りますけれども、よくなったのかなと思うと、あ

あいったイベントは本当に必要だったのかなとい

うものを考えてもらいたいと思います。形を残す

施設もそうだとは思いますが、ぜひお荷物になら

ないような、せっかくつくるんであればその辺も

精査してやってもらいたい。そして、優秀な職員

が828人ですか、今、職員。そのぐらいいるわけ

ですから、すごい意見が出ると思います。もちろ

ん、市民の方、11万7,000人もいるわけですから、

そういった意見を広く聞いて、オール那須塩原み

たいな形でやってもらうのが一番いいと思います

ね。うちの会派は、ＴＥＡＭ那須塩原ですが、そ

れにあやかり、もう那須塩原全体で、そして県北

に那須塩原ありきみたいなような、何かそんなよ

うな格好いい事業をしていただければと思います。 

  もうすぐ来る10周年にわくわくしています。恐

らく、市長もすごい意見を持っていて、いろんな

形でやってくれると思いますが、ぜひ僕たちは足

を引っ張らず、見守っていきたいと思いますので、

何かありましたら言ってもらいたいと思います。 

  長くなりましたが、予定どおり、市政一般質問

を終了することができました。本日は誠にありが

とうございました。 

○議長（中村芳隆君） 以上で、７番、櫻田貴久君

の市政一般質問は終了いたしました。 

  ここで昼食のため休憩いたします。 
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  午後１時、会議を再開いたします。 

 

休憩 午前１１時５２分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 若 松 東 征 君 

○議長（中村芳隆君） 次に、19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） それでは、一般質問に入

らせていただきます。 

  那須塩原市に有するＪＲ駅についてお伺いいた

します。 

  那須塩原市は、ＪＲ東北新幹線の駅を兼ねる那

須塩原駅、東北本線の黒磯駅、西那須野駅と３つ

の駅を有しております。それら各駅は、通勤通学

等の利用に加え、観光に訪れる人々の玄関口とし

て広く利用されています。 

  そこで、以下の点についてお伺いいたします。 

  (１)那須塩原駅、黒磯駅、西那須野駅の各駅に

おける東口、西口の整備状況及び今後の整備計画

についてお伺いいたします。 

  (２)那須塩原駅、黒磯駅、西那須野駅の各駅周

辺における持続管理、清掃、草刈り、附帯設備の

修繕等、どのようにされているか、お伺いいたし

ます。 

  (３)現在、那須塩原駅東口、黒磯駅東口、西口

には、エレベーターの設置がされていません。バ

リアフリーの観点からも早急な設置が必要と考え

ますが、市の考えをお伺いいたします。 

  (４)各駅は、駅利用者の送迎のために駐停車の

影響が、朝夕には大変な混雑が見られ、観光客等

の利用の妨げとなっております。市の玄関口とし

てのイメージも著しく損なう原因となっているこ

とから、駅周辺の市営駐車場を踏まえた現状と混

雑解消に向けての取り組みについて伺います。 

  (５)那須塩原市の観光戦略において、各駅をど

のように位置づけているか。また、ＪＲと連携を

踏まえた、その積極的な利用を推進する具体的な

考えがあるか、お伺いいたします。 

  (６)駅前広場には、駅利用者だけでなく人が集

まりやすいことから、各イベント等の実施や市の

アピールには欠かせない空間だと考えます。各駅

前広場の利用状況と今後の活用についてどのよう

に考えがあるか、お伺いいたします。 

  これで、第１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 答弁の前に、お話させて

いただきますが、今、ずっと通しで質問ありまし

たが、私からは、３駅の東口、西口の整備状況、

今後の計画あるいは(３)のエレベーターの設置、

バリアフリーの可能、この点について答えさせて

いただきますが、あとは順次担当部長のほうから

お答えさせていただきます。 

  那須塩原市に有するＪＲ３駅についての(１)か

ら(３)の質問にまずお答えいたします。 

  各駅における東口、西口の整備状況についてで

ありますが、那須塩原駅及び西那須野駅の東口、

西口駅前広場につきましては整備が完了しており

ます。黒磯駅東口、西口広場につきましては、平

成23年度から３カ年をかけて、黒磯駅前広場整備

基本計画の策定を進めており、平成25年度中に計

画をまとめる予定となっております。 

  整備計画に基づき、国庫補助事業である都市再
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生整備計画事業を導入して、平成26年度から駅前

広場の整備に必要な測量や詳細設計、用地の取得

などを行い、整備工事を進める予定となっており

ます。 

  なお、当該事業の計画期間は平成26年度から平

成30年度までの５カ年を予定しております。 

  (２)の各駅周辺における維持管理についてをお

答えいたします。 

  駅周辺の清掃や草刈りなどの日常管理について

は、既に整備が完了している那須塩原駅及び西那

須野駅の駅前広場は、近隣自治体及び駅前広場に

乗り入れを行っている交通事業者等の各団体で構

成される那須塩原市駅前広場運営協議会からシル

バー人材センターに委託をして、広場の清掃、除

草、植栽の剪定などの維持管理を現在行っており

ます。 

  黒磯駅西口広場につきましては、広場の大部分

の土地がＪＲ東日本の所有となっていることから、

日常の維持管理についてはＪＲ東日本が行ってお

ります。また、西口広場には、駅前交番前に一部

市所有の土地があり、その箇所に置いてあるプラ

ンターの花の植えかえをシルバー人材センターに

委託をしております。 

  東口広場については、臨時駐車場、駐輪場、市

道などがあり、各施設の担当課が必要に応じて維

持管理を行っております。 

  次に、(３)の那須塩原駅東口、黒磯駅東口、西

口のエレベーター設置の必要性についてお答えい

たします。 

  那須塩原駅につきましては、現在、西口側のみ

にエレベーターが設置されている状況であります。

東口については、県や近隣市町と連携して、去る

９月９日にＪＲ東日本に対してエレベーター設置

の要望を行っております。 

  黒磯駅の東西連絡橋につきましては、東口、西

口ともエレベーターが設置されておりません。駅

舎や駅構内の構造、新幹線高架の位置など、制限

が多い中での連絡橋の建設であったことから連絡

橋が複雑な構造となっており、階段についても複

数箇所に設けられている状況でございます。この

連絡橋については、バリアフリーの面での改善が

必要であると考えており、現在どのような改善方

法があるかをＪＲ東日本とともに協議を行いなが

ら検討を進めている最中でございます。 

  以上が第１回の答弁といたします。 

○議長（中村芳隆君） 建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 私からは、(４)の各

駅における混在の現状と解消に向けての取り組み

についてお答えいたします。 

  那須塩原駅におきましては、１日の乗降者数が

9,886人となっており、朝夕の通勤時間帯や観光

客が多い休日の新幹線の発着の時間帯においては

駅利用者の送迎のための車両で混雑している状況

が見受けられます。西口広場には、広場内に市営

駐車場を設けておりまして、送迎時の一時利用を

想定して最初の１時間は無料となっております。 

  混雑時間帯におきましては、駐車場も満車とな

っていることが多い状況となっておりますが、そ

れ以外の時間帯におきましては空きスペースとな

っていることから、当面、駐車場の増設計画はご

ざいませんが、西口広場は使い勝手が悪いという

声も多くあることから、将来的には改修の必要が

あると考えております。 

  また、黒磯駅につきましては、平成26年度から

都市再生整備計画事業を導入いたしまして駅前広

場の整備を予定しております。このようなことか

ら、混雑の解消が図れるよう計画を策定してまい

りたいと考えております。 

  なお、西那須野駅につきましては、整備が済ん

でいることから、利用者の妨げとなっているよう
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な混雑は発生していないと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 私からは、(５)と

(６)のご質問に順次お答えいたします。 

  (５)観光戦略において、ＪＲとの連携を含めＪ

Ｒ各駅の位置づけ及び利用の具体的な考えについ

てお答えいたします。 

  市内にあるＪＲの３つの駅は、本市観光地を訪

れる観光客の玄関口という位置づけにあり、市の

顔として観光客に好印象を与えることは観光戦略

として重要なことと考えております。 

  現在、各駅の乗降客の特徴として、那須塩原駅

は那須地域全体の広域的な玄関口でありますので、

ビジネス客はもちろんのこと、利用者の多くは観

光客が占めております。また、黒磯駅は那須への

登山者や板室温泉への観光客の利用が多く、西那

須野駅は通学やビジネス客の利用が多くを占めて

います。 

  このような中、観光客の多い那須塩原駅及び黒

磯駅において観光案内所を開設し、観光客へのサ

ービス向上を図っております。 

  また、例年、誘客イベントといたしまして、Ｊ

Ｒと連携し黒磯駅及び西那須野駅を利用した、

「駅からハイキング」事業を年に各１回実施して

おります。 

  さらに本年８月には、毎週土日を挟む16日間、

那須塩原駅において、ＪＲ主催による地域特産物

の販売や観光情報など、地域の魅力を発信するイ

ベントを、開催をいたしましたが、大変好評であ

ったと聞いております。 

  このように、観光客にとって駅は市の顔として

重要でありますので、今後ともＪＲとの連携を深

めながら有効活用を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

  (６)の駅前広場の利用状況と今後の活用につい

て、どのように考えているかについてお答えいた

します。 

  那須塩原駅前広場においては、毎年、地域の盆

踊り大会や初市、地域団体のイベント等に利用さ

れており、那須野巻狩まつりにおいては、昨年度

からこれまでの東口から西口に変更し、出陣式を

行っております。また、西那須野駅前広場におい

ては、商工会や地域団体等の各種イベントに利用

されております。なお、黒磯駅前はイベントなど

を開催する広場はありませんが、現在、駅前通り

を活用し、キャンドルナイト、盆踊り大会、もっ

たいない市などのイベントが開催されております。 

  駅前広場は、その特性から観光客に対するＰＲ

や地域の活性化を図るための有効な場所でありま

すので、そこを活用していくことが重要であると

考えております。今後とも駅前広場を利用する各

種団体等への支援を行うなど、地域の活性化に向

けた取り組みを行ってまいりたいと考えておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） 今、すごくすばらしい答

弁をいただきまして、２回目の質問はこれでいい

かなと思ったんですけれども、少し、ちょっと聞

きたいことがあるので、２回目の質問に入らせて

いただきます。 

  (１)について、今、市長より、るる答弁をいた

だきまして、ありがとうございます。 

  いろんな計画があって、いろんな形で進んでい

るのかなと思います。私も、たまたま、これを注

目したのは、駅前のイベントのときに、多分、８

月の駅前盆踊りのときじゃないかなと思うんです

けれども、２日間、たまたま担当で、審査委員み

たいな形で行ったものですから、そこに細かく議
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会だよりとか、それから広報を読んでいる四、五

人に、若松さんですよね、ちょっとこの現状を見

てくださいよという形で、逃げようかなと思った

ら、あなた、環境担当でしょうと言われまして、

駅前に、盆踊りが始まる前に連れていかれました。

そのきっかけで、こういうような質問が上がった

のかなと思う。それはすごく市民のエネルギーと

パワーと、私を動かした五、六人の力なのかなと

思います。 

  そんな形の中で、提案されたわけなんですけれ

ども、１から３までは、市長からの答弁がありま

して、関連があると思うので、順次質問をさせて

いただきたいと思いますけれども、そんな中で、

確かに振り向いてびっくりしたのは、私らも会派

の視察とか、あとは行政視察とかで行って、３つ

の駅で感じるものと言ったら、やはりちょっとマ

イナス面があるのかなと思う結果が見出されまし

た。 

  けさほども、朝ちょっと早目に起きて、３つの

駅を車で流してきました。相変わらず、今の、私

は黒磯駅がかなり注目していたものですから、相

変わらず、広場に車が毎日のように１台か２台は

とまっている。パトカーがとまっているのは当た

り前だと思うんですけれども、交番があるから。

そんな姿を見てきまして、何とか、これはいい方

向に持ってかないとイメージが悪くなるんじゃな

いかなと思うような形で今回の質問に至ったわけ

でございます。 

  それから、１、２、３は関連がありますので、

多少ごっちゃになって２回目の質問になると思う

んですけれども、整備計画についてはすばらしい

計画があるなということを、市長から答弁いただ

きまして、本当にすごい企画だなと思います。そ

の中で順次いろいろ、私も調べた結果のことがあ

るんですけれども、なかなか先ほど市長が答弁し

たように、黒磯駅については、新幹線があり、Ｊ

Ｒがあり、あれは正直言うと、跨線橋というのか

な、そんな中のすごく入り組んだ歩道というのか、

形があります。その辺をどういうふうにこれから

改良されていくのかという、計画の中でいろいろ

練っていただきたいと思いますけれども、那須塩

原駅、西那須野駅は、つい最近完了しまして、そ

ういうものを踏まえた、それを１つの見本にして

改善することが今度の黒磯駅の整備計画に伴われ

るのかなと思います。 

  １つの例でありますけれども、どの辺がわかる

かわからないですけれども、青森県の八戸市、そ

こで駅前開発をやったものが手元にあるんですけ

れども、新幹線駅橋舎が橋上駅、在来線駅舎も合

わせて橋上化し、東西自由通路と一体で整備する

ことが段差の解消をしているというような特色め

いたものがあります。 

  自由通路の東西口に、上下のエスカレーターと

エレベーターを設置したほか、多目的トイレ、そ

れから点字案内、高齢者に向けての手すりなどと

の、人に優しいバリアフリー対応となっていると。 

  そういういろいろ、その駅々でいろいろあると

思うんですけれども、そういうものもいろいろ勘

案して、これからの駅づくり。なぜ、３つの駅と

いうことは、那須塩原市というのは、観光という

ことで売り出していると思うんで、観光の一番の

入口でもあります。そういう、これから、我々も

そうですけれども、人に優しいというか、年齢と

ともに足も不自由になり、たまたま今回、金子さ

んの名前を出してもらって申しわけないんですけ

れども、金子さんが車椅子で何回か議会に来られ

たり、自分で独自でいろんな医者に行ったと思う

んです。そのときの車椅子でのエレベーターの対

応とか、その大変さを伺っております。そういう

ものも踏まえた計画の中に入れてもらえればなあ
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というものが事実あります。 

  いろんな形のものがありますけれども、全部が

全部それに準じているとは思えませんけれども、

それぞれの、全国で大体11カ所ぐらいの駅前開発

がされていると思います。その中で、いろんなも

のを那須塩原市で取り入れられることがありまし

たら、そういうものを順次取り入れて行ってもら

いたいと思います。 

  市長の答弁から言うと、これから計画に入り、

国庫補助もつくということなんで、大体、どのぐ

らいの予算かと、あと、国庫補助がどのぐらいつ

く予定なのか、もしわかりましたら、よろしくお

願いします。 

○議長（中村芳隆君） 若松東征君にお尋ねいたし

ます。 

  先ほど発言をされましたものに対し、訂正する

ことでよろしいですか。 

○１９番（若松東征君） はい、取り消します。 

○議長（中村芳隆君） 議長において、それを認め

ます。 

  答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） ただいまの若松議員

の質問の中で、バリアフリー関係とか、あと予算

とか、いろいろご質問いただきましたけれども、

橋上化というふうな話が出ましたが、黒磯駅につ

きましても、今回の計画を策定する中で、橋上化

した場合はどうだろうというふうな試算もいたし

ました。そうしますと、大体50億ぐらいかかると

いうようなことで、ちょっとこれは無理ではない

かなというようなことで、今の平面の形で考えて

おりますが、その中で、バリアフリーにつきまし

ては、今東西連絡橋が、階段が数多くあるという

ことで、先ほど市長のほうから答弁いたしました

が、そういった中で、階段を使わずにエレベータ

ーで東口、西口とも上がれるような形で整備を進

めたいということで、現在検討しているところで

ございます。また、詳細につきましては、固まっ

ておりませんので、はっきりは申し上げられませ

ん。予算につきましても、まだ詳細固まっており

ませんので、ちょっと申し上げることは差し控え

させていただきますが、そういったことで計画を

しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） これからいろんな形で設

計されていくんだろうと思うんで、なるべく人に

優しい、これからの、今観光人口というか、例え

ば、軽登山というか、軽い登山も年齢に応じて結

構高齢化というか、定年退職してから行く方も結

構多いと思います。そんな受け入れ体制の中で、

那須塩原とか板室とか、そういう、人に優しい駅

ができたらなと思いまして、質問しているわけで

ございます。 

  それで、これから固まっていくと思うんですけ

れども、一応、黒磯駅に絞りますと、現在、駅前

というものは、昨日藤村議員にも市長が答弁した

ように、結構それなりのいろんな建物があって、

それを生かすことは、こちらの、こちらから言う

と北口になるのかな、東口が東栄町のほうという

区分をした場合には、それぞれの地域づくりが

別々になるんではないかなと思います。 

  なぜならば、私らが住んでいる鍋掛、こちらの

ほうだと、今はしますと、結構大型スーパーとか

そういうものがかなり点在しつつあります。今ま

では、昔から言うと線路下は大変残念ながら開発

はされていませんでしたけれども、そういう中で、

やはり駅全体を見たときに、片方の東口と西口の

ほうの考えをわけてやってもらえたらいいなと思

うような気がします。その辺はどうでしょうか。 
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○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 東口と、反対側は西

口と呼んでおりますが、東口の整備につきまして

は、地元の車座等の中でも意見交換をしまして、

どのような整備がいいかということで協議を行っ

ておりまして、その中で、車のロータリーとか、

あとはトイレ、あとは駐車スペースですね。そう

いったものを整備するというようなことで、現在

計画をしております。 

  西口につきましては、まだ具体的にどういった

レイアウトというのは決まっておりませんので、

これから協議をしながら、いろんな関係機関と協

議をしながら詳細な設計は進めてまいりたいとい

うふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） できれば、やはり同時進

行というか、そんな形の設計も必要なのかなと思

います。 

  今、言われた、例えば、西口のほうのロータリ

ーというか、植え込みがあって木が植えてあると

ころ、あの辺も改良されると思うんですけれども、

その辺の改良と、あとは、東口にすると、今駐車

場になっている部分、それとあの周りを歩いてみ

ると、結構空き家も結構あるんですけれども、そ

ういうものも含めた何か計画があればなと思いま

す。 

  なぜならば、県道停車場通りというのが西口に

ずっと通っていると思うんですね。今度のアンダ

ーができたほうまで続いていて。それと並行して

東口のほうにも同じような、我々東栄通りなんて

言っているんですけれども、同じぐらいの道が動

いているという形で、両方を含めた、そういう駅

周辺の開発というものも考えていただけたらなと

思うのですけれども、どうなんでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） まず、西口の築山で

ございますが、築山につきましては、今までの地

元との意見交換の中で、残してほしいというよう

な要望も出ております。そういった中で、今後、

どのような形で残すか、どういった形がいいのか

というのは、詳細な設計を進めていく中で検討し

たいというふうに考えてございます。 

  あと、東口の整備でございますが、今、駐車場

になっているところも整備予定でございまして、

それらにつきましては、一体的に、先ほど言いま

したロータリーとか、駐車場とか、そういった中

で整備を進めるということでございまして、東栄

通りにつきましては、この事業の中では整備の予

定はしてございません。将来的にということにな

るかと思うんですが。 

  あと、西口の黒磯駅前の大通りでございますが、

これらにつきましては、県と今事業の調整をして

いるところでございまして、空き家等につきまし

ては、東口の空き家ということだったですか、空

き家については今回対象になってございません。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） ぜひ、夢の駅開発をして

もらいたいと思います。これから黒磯駅というこ

とですから、余り追及もできないと思いますけれ

ども、いろんな要望等もありまして、その辺も踏

まえた地域懇談会などを進めながらやっていただ

きたいと思います。 

  あと、西那須野駅は開発されて、開発前と現在

についての人のにぎわいぶりというものはどうな

んでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 
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  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 西那須野駅のにぎわ

いぶりということでございますが、事業をやって、

その後どのぐらいの人が歩いているかというよう

な歩行者の数を、調査をしました。そういった中

で、まだ調査した時点が、まだ整備が、今もそう

ですが、まだ完全に事業が完了してないというこ

ともありまして、そんなにはふえてなかったとい

うのが現状でございまして、まだこれから事業が

完了してから、にぎわいが出てくるのではないか

なというふうに期待をしているところでございま

す。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） まだ日が浅いから結果が

出ないのかなと思いますけれども、ぜひそういう

ものを踏まえて、今度開発する黒磯駅前に対応し

てもらいたいと思います。 

  あと、どうしても西口のほうはいろんな駅でも

進んでいるんですけれども、東口のほうがどうし

ても手つかずが多いのかなと思うものですから、

その辺も考慮した上で、各駅の検討もお願いした

いと思います。 

  今度は、那須塩原駅の新幹線のほうなんですけ

れども、今現在、国道４号、バイパスじゃなくて、

歩道整備をなされていますよね。電柱を移動した

りなんかして。そういうものに兼ねた東口の駅前

の活性化の何か検討はなされているのかどうか、

もしありましたらお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 那須塩原駅の東口で

ございますが、今の歩道整備事業は、国のほうで

進めている大原間歩道整備事業でございますが、

これに関連して東口の整備については、現在のと

ころ計画はございません。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） せっかく、長い間の東那

須野住民の要望が通って、あそこに立派な歩道が

できるという形の中なものですから、流れとして

は、そういうものと駅の関連性も考えたらどうな

のかなというのが、我々、市民から聞いた要望な

んですけれども、その辺も今後検討の課題に考え

ていただけたらと思います。それは要望としてお

きます。 

  なぜかというと、駅全体を考えたとき、東も西

もないような気がするんですよね。利用する方に

とっては。その窓口である３つの駅があるんで、

それをやっぱり、先ほど櫻田議員が言ったように、

おもてなしの心をもって両方で、そういうおもて

なしをしてもらったらいいのかなと思う。そうい

うものも考慮した考えも必要なのかなと思って、

先ほど１つの例で言いましたけれども、これから

の、そういう高齢者に向けてとか、あとは身障者、

そういうものの考えもこれから必要なのではない

かなと思います。そういうものも含めた計画とか

もしていただければ幸いと思います。 

  これで(１)は終わります。 

  (２)に入ります。 

  先ほど市長からるる答弁がありまして、実際に、

私の手元にもありますけれども、西那須野駅、那

須塩原駅についてはそういう清掃関係のグループ

があってやっていると。黒磯駅はＪＲのという答

弁をいただきましたけれども、西那須野、塩原に

おいてもありますけれども、ここに、相対的な、

それにかかる、駅前広場清掃業務委託ということ

で、那須塩原駅広場、西那須野駅広場ということ

で、委託先が公益社団法人那須塩原市シルバー人

材センターで、129万5,000円ですか、何らかの予
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算が出ていると思うんです。その報告書を見ます

と、これはその決算書なんですけれども、那須塩

原駅西口広場、対応、松枯れ枝落とし業務委託な

んていうのが出ているんですけれども、これでま

た見ていくと、同じものが決算書と予算書に同じ

ことがでているんですけれども、この管理状態と

いうのはどこでやっているんでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 西那須野駅と那須塩

原駅の管理でございますが、これにつきましては、

那須塩原市駅前広場運営協議会がシルバー人材セ

ンターに委託して実施をしておりまして、委託金

額は、今話がありましたように、129万5,000円で

ございます。 

  これは、運営協議会のほうで発注しております

が、事務局は市のほうになっておりまして、業務

の内容につきましては、ごみ拾いと清掃とか、あ

とは除草、植栽の剪定、あとは灰皿の清掃とか、

施設の点検、これらを定期的に行っているという

ような、こういう状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） なぜそんなことを聞くか

というと、以前、商工会のほうの婦人部のほうで

も、今もやっていると思うんですけれども、プラ

ンター設置を長くやっていると思うんですよね。

最初のスタートはプランター設置だったんですけ

れども、そのうち、皇室行事のときにそれで囲い

ができるということで、何回か、私も手伝いに行

って、朝早く行って、今言われた清掃をしている

んですけれども、そうすると、定期的に行われて

いると言うんですけれども、なかなかそういうも

のが見えなかったものですから、こんな質問に入

りました。 

  ただ、確かに組織的にはいい組織だと思います。

それはやっぱり今聞いた事務局ということになる

と、那須塩原市建設部都市整備課に事務所を置く

となっております。間違いないですよね。そんな

形ですから、やはりペーパーだけじゃなくて現場

が一番なのかなと。なぜそれを強く言うかという

と、やはりこれで、これからの那須塩原市をどこ

に行くんだろうというときに、観光にも力を入れ

なくちゃならない、それから移住してもらう人も

呼ばなくちゃならないという中ですから、もうち

ょっと現場に足を運んで、シルバーの方ともちゃ

んと打ち合わせをしてやるべきと思うのですけれ

ども、その辺はどうなんでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） シルバーに委託をし

て、月に１回、報告はいただいておりますが、毎

日市のほうで小まめに現場に行ってというふうな

ことは現在実施してないのが現状でございます。

今、議員がおっしゃられましたように、駅という

のは玄関口でございますので、きれいにしておか

なければならないというふうに考えておりますの

で、今後につきましては、十分その辺も目を配ら

せて管理をしてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） 私が言ったのは、毎日で

はないんですけれども、やっぱり、ちょっとした

時間にそちらを通ったら道路課のほうでもちょっ

と見て、それをお互いに情報を共有して、シルバ

ーの方に動いてもらうのもいいのかなという形が

あります。そんな中で、西那須野駅、それから那

須塩原駅という形でそんなものが見受けられたも

のですから、そんな形になります。 
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  なぜかと言うと、やはり、今回、時間帯で随分

行きまして、よそから来る観光客ともお言葉を交

わして、そんな話を聞いてきました。毎年那須に

来られる方、年に２回ぐらい来られる方、何です

かと言ったら、春と秋には絶対来たいという方も

いるんです。でも、駅はさほどこういう環境は変

わってないですよというものを聞いたものですか

ら、それから毎日、正直言って、３時半か４時ご

ろから各駅を動いていました。10日ぐらい。これ

は現実ですから。その中で、また散歩に来る方の

地域の方にもお話を聞いたりしたものですから、

その辺も含めた、もう少し人に優しい、住んでよ

かったという玄関口をつくっていただけたらなと

思って、そんな話をしました。 

  これで、那須塩原駅と西那須野駅のほうは終わ

らせてもらって、今度は黒磯駅のほうの整備に戻

りたいと思います。 

  黒磯駅については、先ほど、ちょっと走りでし

ゃべりましたけれども、盆踊りの結果でありまし

て、確かに管理をしているのが大きなプランター、

私の、多分腰ぐらいはありますよね。物すごく、

このぐらいあります。高さも高い。そこに、私の

背丈ぐらい草が全部生えていました。それも、10

日間かかって、軽トラックで２台ぐらいあったか

な、それを全部撤去したわけなんですけれども、

水やりに毎日行って。散歩に来る人に聞いたら、

議員さん、毎年こうなんだよと。毎年なのと私は

びっくりしたんですけれども、そういうものをや

っぱり現場を見て、どういうふうにしたらいいか、

どうしたら喜ばれるかというものが、玄関口のお

もてなしなのではないかなと思います。 

  そんな形の中で、あともう１点、ちょっと疑問

点があったのは、ベンチが２台ぐらい割れて、け

がした方もいました、はっきり言って。そこに挟

まれて。それも謝って、なぜかというのが、市の

職員に見られたものですから、市の帽子をかぶっ

て朝早くから行ったら、えらい怒られまして。ち

ょっと申しわけないんだけれども、トイレのとこ

ろへ行って、バンドエイドでも張ってくださいよ

と謝ったんですけれども、それはおさまりがつき

ました。 

  そのかわり、すぐに、そのベンチは私が引き取

ってきて、木を入れかえて直して、あとプラスチ

ックのやつが２台ありました。それは、どういう

わけだか、東野交通のほうで撤去したみたいです。

だから、座るところが２個減ったということなん

だよね。そういうものも現場を見るとわかると思

うんですけれども、どうしても、せっかく日陰が

あって、そこで休もうというところに休めなくて、

日当たりのいいベンチのあるほうへ移動しなくち

ゃならないという、この夏休みの状態が起きてお

りました。 

  そういうものを、私はなぜ言うかと、現場を見

れば必ず答えが出てくるというんですよね。ペー

パー報告なら誰だってできますから。その辺をや

っぱり十分注意して、駅前のほうもやってもらい

たいと思いますけれども、その件についてはどう

でしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 黒磯の駅前でござい

ますが、西口の市有地の部分には、確かに、プラ

ンター19個置いてございます。ベンチもそこに置

いてありますが、確かに議員からご指摘を受けま

して、現場のほうを確認したところ、おかげさま

で、草のほうはきれいになっていたということで、

これにつきましては、市のほうの直営で管理する

ことになっておりますので、植えかえにつきまし

ては、シルバーに委託しておりますが、日常の管

理は市のほうで行わなければならないというよう
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なことになっておりまして、その点につきまして

は、深く反省をしているところでございまして、

今後、十分、そういったことにつきましても気を

つけていきたいというふうに考えております。 

  ベンチにつきましても、そういったけがのない

ように今後管理につきましても十分注意をしてま

いりたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） そればかりで長くなっち

ゃったんですけれども、そんな結果があります。 

  あと、もう一回、道路課のほうに、部長に言っ

ておきたいのは、いまだに広場に毎日２台ぐらい

車がとまっているんです。それも何らかの形で協

議してもらいたいと思います。 

  あと、もう１点が、今、警察官もＯＢが来るの

かなと思うんで、今の交番というか、派出所とい

うか、歩道際に必ず１台とまっているんです。そ

のタイルも割れているんです。水道もだめでした

から。そういうようなものをやっぱりチェックし

て、警察官と30分ぐらいやり合ったんだけれども、

解決はしていません。今。きょうも見てきたら。 

  なぜかと言うと、そこは高校生が通ったり、す

ごく混雑するところなんですよね。その辺もやっ

ぱり管理上。 

  あと、もう１点注意してもらいたいのは、ヨー

クベニマルのカートと言うんですか、こう押して。

あれが、毎日四、五台、あそこの駅まで運ばれて

いるんです。それも、車で撤去して運んでいます

けれども、そういうものもやっぱり駅のイメージ

アップにはよくないものですから、大変申しわけ

ないけれども、そこも注意の１点になるのかなと。 

  すばらしい駅前、駅開発前にでもやっぱりきち

っとしてもらいたいというのが私の願いでござい

ます。それも要望で、よろしくお願いいたします。

それで駅前の管理については終わらせていただき

ます。 

  ４番に入らせていただきたいと思います。 

  先ほど、全体的に答弁がありまして、ちょっと

ど忘れしちゃったんですけれども、駅を利用する

方の人数、もう一度お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） 那須塩原駅につきま

しては9,886人が乗降者ということで、これは乗

る人の人数を倍に掛けて乗降者というふうに呼ん

でおりますが、9,886人というふうに答弁をして

おります。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） そうすると、那須塩原駅、

約１万近い人数が毎日、人が出入りしているとい

うことで、そのほかの各駅ではどんな状態でしょ

うか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま、那須塩

原駅以外の乗降客はどうかというお尋ねでござい

ますが、西那須野駅につきましては、これは１日

の平均約7,200人ということになってございます。 

  それから、黒磯駅につきましては、約4,800人

ということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） やはり、那須塩原駅が、

新幹線があるので、通勤には利用されているのか

なと思います。そんな中の、先ほどもイメージア

ップということでやりましたけれども、やはり、

これからもそんな形で動いてもらいたいなという

のはあります。 
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  全て、季節感というのもあると思うんですよね。

ごみがうんと出る、捨てられるときとか、いろん

なものがありますから、そういうものを、例えば、

シルバーに頼むなり何なりするとしても、そうい

うスケジュールの中で次の計画ができるのかなと

思います。毎日行くとかじゃなくてね。それでイ

メージアップを図ってもらいたいと思います。 

  これで、４番を終わらせていただきます。 

  ５番に入ります。 

  先ほども答弁いただきましたけれども、ぜひ、

ＪＲとの連携をとって、先ほども答弁の中にあり

ましたけれども、そういうＪＲの持っている土地

をお互いに計画の中で詰めてやるのも、１つの方

法なのかなと思います。 

  あと、できれば、そういう観光客に対しても、

例えば、駅前開発で決められたような中ではなく

ても、どこの辺まで、例えば、バリアフリーの歩

道と道路の整備がいいかなとかという形があると

思うんです。私、ちょっと調べてみたら、各駅の

近くに、黒磯駅にはいきふれがすぐ近くにあって、

東口には豊浦公民館がある。そこまでちょっと行

けるような距離なので、そういうものを、範囲を

広げて、藤村議員が言ったように、歩いて、自転

車で、スムーズに行ける、そういうルートづくり

も必要なのかなと思うんですよね。那須塩原駅に

は、東那須野公民館、すぐ近くにありますよね。

そういう周辺整備もこれからは必要なのかなと思

う。西那須野にも同じ公民館があると思います、

近くに。 

  それはなぜ言うかというと、我々も高齢化が進

んで、今は全てが本庁に向けて、いろんな事務事

業が進んでいますけれども、私は疑問に思うのは、

何のためにＩＴ革命を、小渕総理のころに、我々

も職員と一緒にパソコンを習った覚えがあります。

ああいうものをきちっともう少し精査して、やは

りお年寄りでも、そういう不自由な人でも、公民

館を中心とした各事業ができたらな、事務事業が

できたらなというのが、今現在です。 

  なぜかと言うと、今、ひとり暮らし、また二人

暮らしのおじいちゃん、おばあちゃんがいても、

車を取り上げられると行くところないんだよと。

本当に公民館を中心にした活動がこれからの地域

に役立っていくのかなと思うんで、その辺の検討

課題はどうでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 若松東征議員に申し上げま

す。 

  通告範囲を超えておりますので、通告内に修正

して質問してください。 

○１９番（若松東征君） 駅前開発なんだから、同

じでしょう。答えてくださいよ。 

○議長（中村芳隆君） 質問５、６のところに、今

再質問でございますね。イベント関係等について

のＪＲとの集客関係の再質問になっていると思っ

ておりますが。 

○１９番（若松東征君） 答弁をもらえないんです

ね。 

○議長（中村芳隆君） もう一度、質問を変えて、

質問していただきたいと思います。 

○１９番（若松東征君） すいません、議長。 

  今、訂正されましたけれども、それらは、一応

要望として、戻ることはできないと思うんで、ち

ょっと申しわけないです。そんな形でやってほし

いと思います。先ほどのＪＲとの積極的な連携を

もって、ぜひ、３つの駅の、いいものを立ち上げ

ていってもらいたいと思います。結構、小さなと

ころにいろんなものが出ていると思うんですね。

それを、やっぱり、除外されているのが多いのか

なと思うんで、その辺もよろしくお願いいたしま

す。 

  今、５番をやっていたんですけれども、何か違
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うみたいなんで、今、議長にとめられまして、頭

がごっちゃになっちゃいまして、今度は６番に入

らせていただきます。時間ももうないものですか

ら。 

  先ほど、るる駅前のイベントは、巻狩まつりと

か、あとは盆踊りとか、それぞれの、キャンドル

サービスとかということでやっているということ

なんですけれども、それぞれに、今現在言われた

ように、西那須野も広場があると思いますし、そ

れから新幹線の那須塩原駅にもあると思うんです。

ただ、これから計画される黒磯駅には、ほとんど、

そういう道路でイベントをやっているという状態

なんですよね。そういうものを少し計画の中に入

れてもらえたらなと思うんですけれども、その辺

はどうなんでしょうか。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま黒磯駅前

の広場、広場といいますか、イベントについての

会場の確保についてのお尋ねということだと思い

ますけれども、黒磯駅前につきましては、広場と

称してイベントを開催できるところはございませ

んので、今、駅前通りを有効活用させていただき

ながら、道路の交通規制をしていただきながら、

工夫をさせていただいてイベントを、先ほど申し

上げましたようなイベントを今開催させていただ

いているというのが現状でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） それは先ほどの答弁でわ

かったんですけれども、今後の計画の中に、そう

いうものも必要なのではないかなと思って聞いた

んで、ちょっと口足らずで申しわけないです。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 今後につきまして

も、24年度あるいは23年度、それぞれ実績、それ

からノウハウというものを持っておりますので、

今後もそういった通りを有効活用させていただき

ながら、駅前の活性化に向けた取り組みを考えて

いきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 19番、若松東征君。 

○１９番（若松東征君） ぜひ、検討の課題にして

いただきたいと思います。 

  もう時間もなくなりましたけれども、なぜかと

言うと、私もいろんなところを旅したり何かして

いても、駅というものは、やはり安らぎがあって、

そこでいろんなものが、書いて、食べられて、そ

ういうところがあると思うんですけれども、果た

してこの３つの駅にそういうのが点在しているか

どうか、そういうものも含めた、やっぱり民間企

業も含めた計画の中に持っていくべきなのではな

いかなと思います。 

  なかなか難しい問題だと思いますけれども、確

かに、総合的にいろいろありまして、何からどう

話していいか、わからないんですけれども、やは

り、初めて来る方もいい印象を持てばまた来たい

と思うと思うんですよね。 

  今回の何日か、多分15日ぐらい歩いたかなと思

うんですよね、朝早くから。それで、大体お小言

だらけでした。地域の方に、やっぱり協力してや

ってくれないかと言ったって、これは市でやるこ

とじゃないかとか、ボランティアに頼めよという

ような答えが随分多かったものですから、そうい

うものを含めた、せっかく、いろんな形で開発さ

れ、駅前が開発されてよくなったとしても、それ

がまた起きるのではないかなと思いますから、そ

れは１つの課題として残して、それを、みんなそ

れぞれの、皆さんの力をかりながら、やっぱり３



－194－ 

つの駅の夢のある、おもてなしができるものが必

要なのではないかなと私は思います。 

  るる、いろいろ答弁の中にあって、夢は実現に

向かって走っているのかなと思いますけれども、

昨日の市長の答弁のように、やっぱり何十年か先、

すごいなと思われるような駅も目指してもらいた

いなと思う。 

  １つ何かが有名になると、そこにお客は戻って

くるような気がします。そういうものを、別に、

今のところ開発を待つんじゃなくても、今できる

ことから進んでもらいたいと思います。それが、

今の全体のあれなのかなと思いますね。だって、

実際で住んでいる方が苦情を言っているような駅

ではだめなのかなと思うんですよね。そこをやっ

ぱり、それぞれの担当がいます。担当課の方がち

ょっと寄り道したって、何かの用事のときにちょ

っと寄り道して、駅というものを頭に入れて動く

ことによって、そういうシルバーの方にも連絡が

とれるし、あとボランティアを立ち上げることも

できると思います。 

  ただ、そういうのは管理しているのはここです

よとか、こういうものはやっていますよという報

告だけじゃなくて、やはり、現場を見て、現場に

人が集まるように、そういうシステム化を、お願

いをいたしまして、私の一般質問はこれで終わり

ます。 

  ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆君） 以上で、19番、若松東征君

の市政一般質問は終了いたしました。 

  ここで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時５８分 

 

再開 午後 ２時０８分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 星   宏 子君 

○議長（中村芳隆君） 次に、２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） こんにちは。２番、公明ク

ラブ、星宏子です。通告書に従い、市政一般質問

を行います。よろしくお願いいたします。 

  １、公共施設のバリアフリー化について。 

  日本の平均寿命が先ごろ発表になりました。男

女ともに超高齢化が進む中で誰もが楽しみにして

いる１つが、少しでも外出をし外の世界に触れ、

自分の五感で体感することではないでしょうか。

公共施設のバリアフリー化は、人に優しいまちづ

くりを進める本市にとっても、さらに充実をさせ

ていく必要があると考えます。 

  以上のことからお伺いいたします。 

  (１)公共施設のエレベーター設置の現状と今後

の取り組みについてお伺いいたします。 

  (２)本市の公共施設のバリアフリー整備の現状

と今後の取り組みについてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君の質問に対

し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 星宏子議員の質問にお答

えいたします。 

  まず、(１)の公共施設のエレベーター設置の現

状と今後の取り組みについてですが、エレベータ

ーは、本市公共施設全体では17施設に合計18台が

設置されております。 

  今後の取り組みについては、設置要望の多い公

共施設においては利用状況等を踏まえて設置可能

かどうかを検討するとともに、今後新設する公共
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施設には、必要性等を検討しながらエレベーター

設置など、人に優しい施設となるよう配慮をして

いきたいと考えております。 

  次に、公共施設のバリアフリー整備の現状と今

後の取り組みについてですが、バリアフリーの整

備は車椅子用駐車場やスロープ、視覚障害者誘導

ブロックなど、数多くあります。そのため、１つ

でも整備されている施設をカウントした場合には、

本市公共施設全体では84施設となります。 

  今後の取り組みについては、高齢者や障害者等

の積極的な社会参加のため、安心して安全に利用

できるよう、公共施設のバリアフリー化に努めて

いきたいと考えております。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） それでは、再質問をさせて

いただきます。 

  先ほどご答弁をいただきました全体17施設のう

ちに18台エレベーターが設置されておりますとい

う市長のお答えでしたが、それについて質問させ

ていただきたいと思います。 

  まず、黒磯文化会館のエレベーター設置につい

てお伺いをいたします。先ほどのご回答の中で、

エレベーターが設置できるかどうか検討してから

というお返事でしたが、今後の予定などをお聞き

したいと思います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ただいま黒磯文化会館

のエレベーターの設置ということでご質問がござ

いました。 

  黒磯文化会館は、会館の構造上、１階ロビーよ

りホール内に入場するということを、想定をいた

しまして、構造上そのようにつくられております

ほか、また、車椅子用の観覧席も１階部分にある

ということから、現在のところ、エレベーターの

設置は予定をしておりません。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） ありがとうございます。や

はり、段差の多い黒磯文化会館だったものですか

ら、足が痛いと言われていた市民の方にエレベー

ターの設置はないのかなということをお尋ねされ

たものですから、お聞きしました。 

  もう一つの施設で、市内の体育館のエレベータ

ー設置についてお伺いをいたします。 

  市内の体育館、幾つかありますが、西那須野体

育館、厚崎にあります体育館とありますけれども、

そういった中でのエレベーター設置など、予定が

ございましたらお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ただいま市の体育館の

エレベーターの設置等についてもご質疑がありま

したのでお答え申し上げます。 

  現在、市には２階に観戦フロアのある体育館と

して、くろいそ運動場体育館、にしなすの運動場

体育館の２施設、武道館では、くろいそ運動場の

武道館、三島体育センターの武道館の２施設があ

るわけでございますが、いずれの施設にもエレベ

ーターは設置をされておりません。 

  今後につきましても、既存の施設等にエレベー

ターが新に設置可能な構造なのか、そういったこ

とも含めながら検討し、いずれにいたしましても、

高齢者や障害者の方々、こういった方々に気軽に

スポーツを楽しんでもらえるような施設整備に努

めてまいりたいと、このようには考えております

ので、そういった中で、今後については検討させ

ていただきたいと、このように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 
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○２番（星 宏子君） ありがとうございます。 

  やはり障害をお持ちの市民の方もスポーツが楽

しみたいと考えておられる方もいらっしゃいます

ので、ぜひ推進していただけるようにお願いした

いと思います。 

  次の(２)の本市の公共施設のバリアフリー整備

の現状と今後の取り組みについてお伺いをいたし

たいと思います。 

  先ほど市長からの答弁で、車椅子の駐車場、ス

ロープ、84施設バリアフリー化を進めております

というご回答をいただきましたが、黒磯文化会館

に多目的トイレや１階フロアにトイレが欲しい、

またハロープラザに多目的トイレが欲しいと、私

に市民の方からご相談をいただきました。私も確

認をしましたら、全部設置をしてありました。文

化会館も、ハロープラザも、私もよく利用する施

設の一つです。前回の一般質問で公共施設のトイ

レの洋式化のことを尋ねるに当たり、ハロープラ

ザにも確認に行きました。でも、正直、多目的ト

イレが設置してあることに全く気づきませんでし

た。この２つの施設に共通する問題点は何か考え

た結果、表示が非常にわかりにくかったというこ

とでした。 

  表示は、障害をお持ちの方も、一般の方も、情

報源となるものとなり、大切なものです。今後、

表示の見直しをする計画があるかどうか、その取

り組みについてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（山﨑 稔君） ただいまお尋ねにあり

ましたトイレ、特に文化会館のトイレ、ほかにハ

ロープラザの多目的トイレについてのお尋ねがご

ざいましたのでお答えいたしますが、まず、文化

会館のトイレでございますけれども、ご指摘のと

おり、トイレ表示自体が目立たないという印象が、

私としてもございます。特に、大ホールの１階の

ホワイエの壁は、客室最後部のカーブに合わせて、

膨らんでいるという状況も構造上あります。非常

に上手と下手と言うんですかね、地下トイレへの

案内板が見づらいという、そういった欠点もある

のではなかろうかというふうな印象を持っており

ますが、大ホールからすぐにわかる表示と、ある

いはホワイエからも見やすい表示をするというよ

うに、担当のほうには指示はしてあるわけですが、

こういったことも、施設を利用する方々あるいは

そういった施設への要望と言うんでしょうかね、

そういうことについても速やかに対応できるよう

な指示はしているところでございます。 

  次に、ハロープラザの多目的トイレについてで

ございますが、ハロープラザ、これも、通路左奥

の非常に目立たない位置にあり、表示板も小さい

ということで、星議員からもご指摘がありました

ように、わかりにくいという、確かに印象もござ

います。また、省エネのために通路の照明を絞っ

ていると、こういったことでなお一層見づらいと

いう状況にもあるかと思います。 

  ハロープラザに入って正面の壁に、多目的トイ

レの表示をするなど、対応策をとるようには指示

しておりますが、こちらにつきましても、文化会

館同様、施設を利用する方の要望あるいはそうい

った工夫によって、少しでも改善できるようなこ

とについては指示をしてございます。 

  多目的トイレにつきましては、身体に障害のあ

る方や小さなお子さんを連れた方、高齢者、ある

いはけがの治療中の方など、広い世代にわたって

利用していただくということもありますので、そ

ういった方がすぐに設置場所を確認できるような

表示が本当に重要ではなかろうかと思っておりま

すので、職員には、こういった多目的トイレがど

こにあるかと、そういったことはすぐわかる、あ
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るいは使いやすくなるような、満足していただけ

るような、そういった表示について注意を払って

もらう、あるいは工夫をしてもらうと、このよう

なことで、先ほど同様、指示をしておりますので、

何かまたそういった細かい点の要望等があれば速

やかに対応するような準備をしたいと考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） 迅速に対応していただける

というお答えをいただき、ありがとうございます。 

  ほかの施設においても、気がつかないところ、

また、多目的トイレだけではなく、一般のトイレ

もそうですが、表示がわかりやすく、皆さんが利

用しやすい公共施設を目指して迅速に設置を進め

ていただければと思います。 

  今回、公共施設のバリアフリーの整備とエレベ

ーター設置について質問させていただいたのは、

市民の方からの問い合わせや相談と、脳性小児麻

痺のお子さんを持つお母さんのお話を伺ったから

です。 

  車椅子を利用しているお子さんを連れて外出を

するときに、まず頭をよぎることはトイレのこと

だそうです。お子さんは紙おむつを使用していま

す。中学生にもなり、体も大きくなりました。多

目的トイレを利用しようにも、赤ちゃん用のベッ

ドはあっても、ユニバーサルデザインの大人用の

ベッドが設置されている公共施設が少な過ぎるの

です。やはりおむつが汚れているのは気持ちが悪

く、お母さんにとりかえてとお願いをするそうで

す。でも、とりかえる場所がないのです。体が大

きくなったため、車の中でとりかえるのは狭く、

とても大変な作業となります。最近では、大型レ

ジャー施設、大型ショッピングセンター、高速道

路のサービスエリアなど、大人用のベッドも設置

してある施設がふえてきましたが、市内の公共施

設では、ユニバーサルデザインの大人用のベッド

を探すのに一苦労です。オストメイトトイレも同

様です。 

  国交省の調査研究報告書に、多様な利用者に配

慮したトイレの整備方策に関する調査がまとめら

れております。そこには、行動範囲を広げるため

に重要な要素として、排せつは年齢、障害の有無

にかかわらず人間にとって生命を維持するために

不可欠な行動である、そのため誰もが快適に利用

できる公共トイレを整備していくことは、移動経

路のバリアフリー化と合わせて、高齢者、障害者

を初めとするあらゆる人々が行動範囲を広げるた

めの重要な要素である。駅、公園などにおいて和

式便所を中心とした公共トイレが整備されてきた。

しかし、和式便器であることや入口に段差がある

ことなど、バリアがあったことが、高齢者や車椅

子使用者の外出を阻害する要因の一つとなってき

たと明記されております。 

  また、先ほどのお母さんの話に戻りますが、そ

のお子さんの兄弟の部活の試合の応援に、会場の

体育館に行っても、体育館にエレベーターがなく、

２階の観戦フロアに行くことができないのです。 

  私も、職員の方に尋ねました。答えは、身内の

方や周りの方に協力をしてもらい、２階まで車椅

子を運んでくださいというお答えでした。また、

体育館の中で観戦をしてくださいと勧められても、

床が車椅子で傷つくので入れない体育館もありま

す。 

  東京オリンピックの開催が決まり、パラリンピ

ックも開催されます。障害を持っている方も、高

齢者も気軽に外出をして、スポーツも楽しめるよ

うに、思いやりのあるまちづくり、高齢者に優し

いまちづくりは、障害者にとっても優しいまちづ

くりになります。高齢者、障害者、外出支援を進
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める本市において、バリアフリーは必要不可欠と

考えますので、さらなる整備を強く要望をいたし

ます。 

  続きまして、２番の質問に移らせていただきま

す。 

  ２、福祉行政について。 

  子どもの権利条約、いわゆる18歳未満を「児童

（こども）」と定義し、「子どもに関する条約

（子どもの権利条約）」は、子どもの基本的人権

を国際的に保障するために定められた条約です。

1989年に第44回国連総会において採択され、1990

年に発効しました。日本は1994年に批准しました。 

  第２条では、守られる権利として表現をされて

おります。 

  また、第23条では、心や体に障害があっても、

その子どもの個性や誇りが傷つけられてはなりま

せん。国は、障害のある子どもも充実して暮らせ

るように教育やトレーニング、保健サービスなど

が受けられるようにしなければなりませんと定め

ております。 

  本市においても、現在、子どもの権利を守るた

めの条例を策定中であります。 

  以上の観点からお伺いをいたします。 

  (１)脳性小児麻痺の紙おむつ支給の補助制度の

現状と課題についてお伺いをいたします。 

  (２)軽中等度難聴児への支援について、新生児

聴覚スクリーニングテスト、定期健診時に難聴を

疑われる子どもや保護者への現在の取り組みをお

伺いいたします。 

  (３)マルチメディアデイジーについて、平成20

年９月に、障害のある児童及び生徒のための教科

用特定図書等の普及の促進等に関する法律が施行

されたのを機に、通常の教科書の内容をパソコン

などで活用して音声や文字で同時再生できるよう

にした、デイジー教科書、これをマルチメディア

デイジーと呼ばれておりますが、作成できるよう

になりました。 

  ①平成22年に、黒磯小学校でも導入をされまし

たが、導入後の黒磯小学校の取り組みや学習効果

についてお伺いいたします。 

  ②本市の小中学校の学習補助教材として、今後

導入予定があるのか、お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君の質問に対

し、答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） (２)福祉行政につ

いてのご質問につきまして、(１)と(２)につきま

して、私のほうから答弁をさせていただきます。 

  初めに、(１)の脳性小児麻痺の紙おむつ支給の

補助制度の現状と課題についてのご質問にお答え

いたします。 

  紙おむつの支給は、障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するための法律に基づき、市

町村が行う日常生活用具給付事業の中の１つの種

目で、１人当たり月１万2,000円分を上限として

給付するものです。支給の対象者は、膀胱機能障

害または直腸機能障害がある方で皮膚のただれや

二分脊椎等の理由でストーマ装具の装着が困難な

方、及び脳性麻痺等脳原性運動機能障害により排

尿または排便の意思表示が困難な方で、どちらも

年齢２歳以上の方が対象となります。 

  平成24年度は45人の方に給付しており、ほとん

どが脳性麻痺等脳原性運動機能障害により該当し

ている方になります。 

  紙おむつに限らず、日常生活用具給付事業全体

の中で、障害者の方からの多様な要望に対し、給

付基準や公平性を確保しながらどう対応していく

かが今後の課題であると捉えております。 

  次に、(２)軽中度難聴児への支援についてです

が、新生児聴覚スクリーニングテストは、医療機
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関において生後間もない時期に検査を実施してお

りますが、検査の結果、聴覚障害またはその疑い

があると認められた場合は、保護者の方の同意を

得た上で、関係機関と連携を図りながら、子ども

や保護者に対する支援や相談を行うなど、必要な

フォローアップを講じております。 

  また、乳幼児健診時においても、問診や音反応

による確認を実施しておりますが、聞こえづらさ

が疑われる場合は育児相談、発達相談でのフォロ

ーアップや医療機関の紹介により適切な療育指導

が必要と認められる場合は専門機関での受診へと

つなげております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） 教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） それでは、私のほうか

ら(３)のマルチメディアデイジーについてお答え

を申し上げます。 

  まず、議員もご承知のデイジーでございますが、

これはデジタル・アクセシブル・インフォメーシ

ョン・システムという、頭をとったものでありま

して、視覚障害あるいは印刷物を読むことが困難

な方のために、カセットにかわるデジタル録音図

書の国際規格ということでございます。音声にテ

キストあるいは画像をシンクロさせたものという

ことでございますが、黒磯小学校の言語障害通級

指導教室におきましては、平成22年度にデイジー

教科書を導入し、現在も使用しております。 

  このデイジー教科書による学習は、今申し上げ

たように、視覚障害者や活字印刷物を読むことが

困難な児童生徒を対象にしまして使用する教科書

がデジタル化されたものでございます。画像や音

声での支援により対象児童に合わせて、機械が文

章をゆっくり音読したり、それから音声を聞きな

がら対象児童が復唱したりすることが繰り返し行

うことのできる学習が可能でありまして、対象児

童には、この学習を通して読み間違えることが減

ったり、あるいはより早く読めるようになったり

するような、そんな効果が見られております。 

  また、読むことが苦手だった児童がこの学習を

通して読むことへの抵抗感が軽減され、学習に対

して自信が持てるようになったと、このようなこ

とも聞いております。 

  続いて、学習補助教材としての導入の予定があ

るかというご質問でございますけれども、市教育

委員会としましては、デイジー教科書についての

情報は各学校に広く周知をしているところであり

ます。現在、黒磯小学校のほかにもこのデイジー

教科書を活用した指導を行っている学校が市内に

は３校ございます。また、その導入を検討してい

る学校が10校あるというふうに聞いております。

教育委員会としましても、今後も各学校へ情報提

供をさらに積極的に行いまして、デイジー教科書

の活用を推進していきたいと、このように考えて

おります。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） ありがとうございます。 

  では、再質問をさせていただきます。 

  (１)脳性小児麻痺の紙おむつ支給についてなん

ですが、市内の45人の小児麻痺のお子さんに紙お

むつを支給しているというお答えでした。同じよ

うな症状を持つ病気に、インフルエンザ脳症、脳

髄膜炎の後遺症などがあります。紙おむつが必要

なお子さんもいらっしゃいますが、脳性小児麻痺

ではないため支給の対象とならないのが現状であ

るとのお答えでした。 

  今後、日常生活用具給付事業全体を見直すお考

えはあるかどうか、お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 紙おむつの支給の
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基準の見直しということのご質問かと思います。 

  現在の紙おむつ支給につきましては、市の日常

生活用具給付事業実施要綱により実施しておりま

すが、その基準につきましては、実際にこの紙お

むつの部分なんですけれども、補装具給付事業と

して支給していた際の、国から示された基準を引

用して運用しておるというのが現状でございます。 

  支給基準を見直すということにつきましては、

先ほど申し上げましたとおり、公平性、それから

妥当性について十分な検証が必要となってまいり

ます。本要綱により給付されている生活用具につ

きましては、紙おむつのほかに、40種類以上のも

のがございます。さらには、その見直しに当たっ

ては、医学的見地なども必要になってまいります

ので、専門家の意見等もいただくなど、相当の時

間と労力が必要になるものと感じております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） 見直しには大変な労力が必

要であるとお伺いをいたしました。 

  現在困っている市民の方もおります。できれば

早く、これは本当に国の基準から決め直さなくて

はいけない問題となるとは思いますが、早く、必

要とされている方にも給付の対象となるように要

望をいたします。 

  続きまして、(２)軽中等度難聴児への支援につ

いての再質問をさせていただきます。 

  生後１年間は、聴覚のレディネス期と言われ、

言語能力、コミュニケーション能力を発達させる

ためにもとても大切な時期です。健診などで聞こ

えに関して対応していただいていることがわかり、

大変安心をいたしました。 

  帝京大学医学部耳鼻科小児難聴言語外来で、発

見のおくれた難聴児の実態、平成４年度厚生省心

身障害研究、発達障害児の早期ケアシステムに関

する研究の中のまとめに、難聴の発見のおくれた

臨床例を見ると、その多くに言語発達のおくれが

あり、コミュニケーションが円滑にできないとこ

ろからいろいろな誤解を招き、これによって情緒

障害を引き起こしている者が少なくなかった。難

聴にこれらの問題が加わって、コミュニケーショ

ンを一層困難にし、就学してからは学業不振を招

いていた。このような子どもの難聴の多くは中等

度であった。これに対し、高度難聴児は、比較的

気づかれやすく、乳幼児に発見されることが多い

ため早期対策を進めやすく、それだけに教育上深

刻な問題を抱えている例は通常学級にはいなかっ

た。軽中等度難聴が発見されにくいのは、音声に

反応するからである。しかし、発見のおくれは対

策のおくれにつながるために問題は後者のほうが

大きいことになると発表されております。 

  そのことを踏まえた上で、お尋ねをいたします。 

  健診時の聞こえづらさが発見された場合、専門

機関への受診へとつなげていますとのお答えでし

たが、その後、受診したかどうかの追跡調査や確

認をしているのか、お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 聞こえづらさが確

認された場合に、こちらといたしましては、保護

者様にそのところを丁寧に説明し、専門機関へと

つなぐんですが、その際に、専門機関さんに、ち

ょうど紹介状のようなもので、その子の状態、健

診の結果などのデータも添えてお送りをさせてい

ただいて、その健診の結果をフィードバックして

いただくというような形をとってございますので、

検査の結果については確認をさせていただいてお

ります。 

  また、なかなか検査に足を運ばない親御さんな

どがいた場合には、健診に行っていただくような
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ご案内をさせていただくというようなフォローも

させていただいております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） 大変丁寧に対応していただ

けることがわかりました。ありがとうございます。 

  保護者にも説明をしてくれているということで

したが、また、専門機関で受診をした結果、補聴

器が必要であると言われた子どもに対して、補聴

器購入のための補助があるのか、お伺いをいたし

ます。 

  というのは、補聴器はかなり高額なため、子育

て中の家庭にとって大変な負担になるためにお尋

ねいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 補聴器購入の際の

補助につきましては、こちら、国の制度になるん

ですが、補装具被支給制度というものがございま

す。そちらについては、国から指針等が出ており

まして、その中で、補聴器の対象となる方につき

ましては、高度難聴、それから重度難聴の方が対

象ということで、先ほどから星議員がお話をされ

ています軽度、中等度の方は対象外となってまい

ります。基準につきましては、一番軽い方で両耳

の聴力が70dB以上の方、または片方の耳が90dB以

上で、片方の耳が50dBというふうなことが一番緩

やかな対象基準となっております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） 高度難聴児、重度難聴児は

購入補助が受けられるというお答えでした。残念

ながら軽中等度難聴児は助成対象とはならないと

のお答えでした。 

  そこで、先ほど紹介しました研究のまとめに戻

らせていただきますが、就学してからは軽中等度

難聴児のほうが広汎性発達障害、学習障害と同じ

ような症状になる児童も多いため、対策のおくれ

が問題になってくると思っております。子どもの

ためにと、数十万円する補聴器、ＦＭ受信機を購

入するご家庭がほとんどだとは思っておりますが、

でも、中には戸惑ってしまう家庭もあるのも確か

です。 

  これまでに、補聴器購入の補助について、保健

福祉部のほうにお問い合わせがありましたか、お

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（人見寛敏君） 今回のご質問があ

りましたので、情報等、窓口等での問い合わせ等、

確認をいたしましたけれども、最近の事例はござ

いません。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） ありがとうございます。 

  お問い合わせはないというお答えでした。 

  聞こえに何かしら障害があるという診断がされ

たお子さんが大体行く医療機関は、国際福祉大学

クリニック言語聴覚センターになるかと思うんで

すが、そちらの国際福祉大学クリニック言語聴覚

センターのほうに問い合わせをしてみました。 

  補聴器の購入に際する各自治体の対応について

お尋ねをしたところ、軽中等度難聴児の補聴器、

ＦＭ受信機など、補助器具の助成制度は、日本全

国自治体によって対応はさまざまで、栃木県内で

も市町村によっては２年前までは学校生活にどう

しても必要であると訴えれば何とかかんとか助成

をしてくれるところも一部あったそうです。１年

前からは、栃木県内の助成は全部なくなりました。 

  軽中等度難聴児で実際に受診をしている子ども
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の人数を伺ったところ、約60人から70人、重度難

聴児も同じぐらいの人数が受診しているとのこと

でした。那須塩原市だけではないのですが、参考

になるかと思います。 

  また、最近、一側性難聴、片耳が聞こえない子

どもも軽中等度難聴と同じように聞こえづらく、

音の聞こえる距離感がつかみにくい、またにぎや

かな場所では１つの声を聞き取ることが難しいと、

ここ一，二年で病院でも認められるようになって

きました。それまでは、片耳が聞こえていれば問

題なしと診断をされていたのです。片耳だけでは

非常に聞こえづらいと判明されました。聞こえづ

らさは大人も子どもも一緒です。 

  赤ちゃんのスクリーニングテストのとき、言語

聴覚の先生が診て、聞こえていないようだと気づ

いていても、赤ちゃんは検査のときに自分でボタ

ンの操作ができません。そのため、国の定める助

成対象となることができないのです。ボタンが押

せる３歳児からしか申請ができません。先ほど質

問した紙おむつの給付も同じです。子どもの権利

条約は障害のある子どもも充実して暮らせるよう

にと23条で訴えているのに、国の規定で区分され

てしまっているのです。 

  ことしの６月、国会本会議において障害者差別

解消法が可決成立をし、３年後に施行されます。

ガイドラインはこれから作成されますが、障害を

持つお一人お一人のニーズに合わせたサービスや

支援が受けられるようになるよう、期待をいたし

ます。 

  あと、一側性難聴のお子さんへの配慮について

のチラシを島根県健康推進課で発行しております。

参考までにお持ちしました。こういった対応など

も、周りの方もわかっていただけるととても助か

るかと思いまして、参考にお持ちしました。 

  続きまして、(３)マルチメディアデイジーにつ

いて、再質問をさせていただきます。 

  平成22年に黒磯小学校で導入をされて以降、や

はり効果が出ているという児童もいると伺いまし

た。 

  また、新たに豊浦小学校、稲村小学校、三島小

学校はタブレットを学習に取り入れているとお聞

きをしたのですが、現在はどのような利用状況か、

お伺いをいたします。効果が出ている例などがあ

りましたら教えてください。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） それでは、ただいまの

ご質問に対しましてお答え申し上げたいと思いま

す。 

  ご質問にありましたとおり、現在、市内には３

校、豊浦、稲村、三島の各小学校にタブレットを

今年度から導入しております。このタブレットの

利用につきましては、通常学級におきましては、

主に調べ学習に利用したり、カメラがついており

ますので、そちらを利用して昆虫、植物等の写真

を撮ったり、あるいはインターネットに接続でき

ますので、画像をダウンロードしたりして利用し

たり、あるいはそれを大型テレビに接続して利用

していると、そういう学校もあるようであります。 

  特別支援学級におきましては、一人一人に適し

た教材をダウンロードしたり、あるいは個別の調

べ学習、そういったものに利用しまして、個々の

実態に応じた指導に、学習活動に利用していると、

そういう実態でございます。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） 調べ学習など、大変有効に

利用されていることを聞き、うれしく思います。 

  また、デイジー教科書は５教科そろっているか

どうか、また、小学校と中学校では教科数に違い

があるのか、お伺いをいたします。 
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○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） デイジー教科書の整備

のお尋ねでございますけれども、小学校におきま

しては、国語、算数、理科、社会の４教科、それ

から中学校におきましては、それに加えまして、

英語ということになっております。そういったも

のが作成されております。 

  しかしながら、本市で現在使われている教科書、

デイジー教科書として使用しておりますものは、

小学校におきましては全学年の国語、社会、それ

から３年、４年の理科、それから中学校におきま

しては全学年の国語、地理歴史、公民、英語、数

学、このようなものになってございます。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） ぜひ、小学校と中学校と、

そういった副教材などを使いながら支援学習に広

く利用されていくことを願います。 

  次に、②市の小中学校の学習補助教材として、

今後広く導入予定があるのか、お伺いをいたした

いのですが、学習障害、自閉症、情緒障害の児童

生徒やグレーゾーンの子どもたちも年々増加傾向

にある現状を踏まえて、教職員の機器の活用や新

たな指導法も欠かすことはできません。 

  教職員のデイジー教科書利用の研修や、さらな

る活用予定がありますか。お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） お尋ねのマルチメディ

アデイジー教科書の利用の研修関係でございます

けれども、本市におきましては、既に先進的に取

り組んでいる学校が幾つかございます。その学校

で実際に使われている学習の状況を視察していた

だくことが一番研修になるのかなと思っておりま

して、そういう観点から、利用を予定しているあ

るいは検討している、そういうところも含めまし

て、市内の先生方に見ていただければと、こう思

っております。 

  また、デイジー教科書のさらなる活用予定でご

ざいますけれども、当然のことながら、特別支援

学級だけでなく、通常の学級におきましても個別

に支援を必要とする児童生徒がおりますので、通

常学級におきましても必要とする児童の支援のた

めに必要であろうと、こう考えております。 

  先ほどもお答え申し上げましたように、各学校

にこのデイジー教科書に関する情報を積極的に提

供して、繰り返しになりますけれども、デイジー

教科書の活用を促進していきたいと、このように

考えております。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） ありがとうございます。 

  本当に学習におくれをとっている子、読み書き

の困難な子、そういった児童に対してもとても励

みになるお言葉をいただきました。ありがとうご

ざいます。 

  また、家庭で利用できるかどうか、お聞きをし

たいのですが、各家庭においても自主学や宿題を

するのにデイジー教科書を利用したいといった場

合、それは可能になりますか。可能な場合、費用

はどのくらいかかるのか、お尋ねいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） それでは、マルチメデ

ィアデイジーの家庭での利用についてのお尋ねで

ございますけれども、家庭での利用は可能でござ

います。その方法ですけれども、利用を希望され

るご家庭で、直接これを扱っております、公益財

団法人日本障害者リハビリテーション協会という

のがございまして、こちらのほうに、利用の申請

を上げていただくという、そうしますと、媒体は
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大きく２つでございまして、１つはＣＤのような

もので扱うという場合、この場合につきましては、

１人１教科につきまして2,000円ほどかかるとい

うことでございます。ですけれども、このリハビ

リテーション協会のサーバーのほうから、それぞ

れのご家庭で直接ダウンロードしていただければ、

この場合には無料ということでありますので、こ

ちらの利用も可能だということでございます。 

  ただ、これはお願いになるわけですけれども、

家庭で使用する場合には、どうか、それぞれの所

属の学校と連携を図っていただきながら利用され

るということが、お子さんにとって効果的じゃな

いのかなと、こう思っておりますので、そういう

ことを考えている場合にはぜひ使用する旨を学校

のほうに相談、あるいはお知らせをしていただけ

るとありがたいと、このように思っております。

よろしくお願いします。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） ありがとうございます。 

  このデイジー教科書について、多分、これから

周知されることとなるとは思うんですが、学校の

ほうから保護者の方にも、またお知らせをしてい

ただいて、使いたいという方がいた場合、または

学校としっかりと連携をとりながら進めていける

ようにしていただければと思っております。そう

いった周知のほうもよろしくお願いをいたします。 

  タブレット端末やパソコン、ＰＳなどＩＣＴ機

器を利用した学校教育計画についてなんですが、

先ほど答弁をいただいていたとおり、広く利用し

ていきたいとの教育長のお話でした。 

  また、今後のさらなる方針について、計画など

ございましたらお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫君） タブレットの導入活用

に関するお尋ねかと思いますけれども、先ほど申

しましたように、今年度から実は市内の小学校の

コンピューター教室のリースアップに伴いまして、

このタブレットも、パソコンもそうですけれども、

タブレットもあわせて導入を始めたところでござ

います。ですので、コンピューター教室以外にお

きましても、タブレットを活用した授業が展開で

きるようになり始めたというところであります。 

  当然のことながら、コンピューター室のコンピ

ューターもＯＳがＷｉｎｄｏｗｓ８ということで、

タブレットも導入したものにつきましてはＷｉｎ

ｄｏｗｓ８ということでありますが、現在、タブ

レット、それからスマートフォンのように、タッ

チパネルで操作できるというようなこともありま

す。ただ、パソコン室に導入したものにつきまし

ては、機器の利用の学習もありますので、タッチ

パネルではなくて、マウスを利用して操作すると

いうような仕様になっているということでありま

すけれども、いずれにしましても、これからそう

いったタブレットが、非常に利用度が高まってく

る、そういう時代であろうと、こう認識をしてお

ります。 

  それの主な使途でございますけれども、普通教

室におきましては教材の提示に活用したり、それ

からグループ学習、こういったものにも活用した

りしております。それから先ほど申し上げました

ように、特別支援学級におきましては、個別学習

に活用されているということでありますが、今後

もその活用の幅を広げて積極的に授業の中で利用

していきたい、活用していきたいと、こう思って

おります。 

  また、ＩＣＴ関係の機器につきましても、教材

整備関係で、国におきましても、これを積極的に

導入するための整備計画も出されているようであ

りますので、そういったものを、補助等も十分活
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用しながら、積極的に教材の整備をしていけるよ

うに、優先順位の高いものから各校に導入が進め

られるようにしてまいりたいというふうに思って

おります。 

○議長（中村芳隆君） ２番、星宏子君。 

○２番（星 宏子君） こういったＩＣＴ機器を利

用したことにより、那須塩原市の児童の学力向上

また教育向上の効果が出ることを期待いたします。 

  また、このデイジー教科書の学校以外での取り

組みについてなんですが、黒磯図書館にて、デイ

ジー図書わいわい文庫を入荷して、読書が苦手な

子どもたちや視覚障害のある方たちにも、本に親

しんでもらうという取り組みも始まりつつありま

す。 

  平成25年度教育要覧、那須塩原に、(１)障害各

期における社会教育の推進、(７)図書館事業の充

実、子どもの読書活動の推進と明記されておりま

すので、ぜひ、西那須野図書館、塩原図書館など、

今後導入していただき、より多くの市民の方にも

知っていただけたらと願います。 

  ただいま作成中の子どもの権利を守るための条

例の中に、平等に障害のある子どもも学ぶ権利、

平等に生きる権利、生活できる権利を取り入れて

いただけるようお願いをいたします。子どもを取

り巻く状況は今非常に、常に変化をしています。

その変化の速さに戸惑い悩むのは親たちかもしれ

ません。健康で健やかに成長してほしいと思うの

は親の願い、家族の願いですが、ひとたび、障害

があると戸惑ってしまうのも確かです。何らかの

障害を持つ子どものフォローも大切ですが、保護

者を初めとするご家族のフォローもとても大切だ

と思っております。周りの大人の理解、応援、見

守りがどれだけ子どもの生きる力となっていくか、

はかり知れません。市民講座、教育講座などで理

解の輪が広がればいいと願っております。 

  以上をもちまして、一般質問を終わらせていた

だきます。ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆君） 以上で２番、星宏子君の市

政一般質問は終了いたしました。 

  ここで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時０５分 

 

再開 午後 ３時１５分 

 

○議長（中村芳隆君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 伊 藤 豊 美 君 

○議長（中村芳隆君） 次に、９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） こんにちは。 

  市政一般質問に入る前に、訂正をお願いいたし

ます。１番、５行目になります。ここでは「あぜ

草」と書いてありますが、「あぜ道等」というふ

うに直していただきます。その他、またその以降、

幾つかありますので、「あぜ道等」ということで

お願いいたします。 

  ６行目。「41号」と書いてありますが、「411

号」と訂正をお願いいたします。 

  議席番号９番、ＴＥＡＭ那須塩原、伊藤豊美で

す。 

  通告書に従いまして、市政一般質問を行います。 

  １、農業分野における放射能の対策について。 

  農業にとっては、年度初めの大切な行事である

あぜ道等の枯れ草の焼却が、原発事故以来、自粛

されています。 

  県から通達された文書には、次のように記載さ

れています。植物防疫を目的とするあぜ道等枯れ
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草の焼却につきましては、あぜ道等枯れ草の焼却

について（平成23年11月21日付経技第414号）に

より、ああ、すいませんでした。411と言いまし

たが、414号に直してください。自粛をお願いし

ているところです。また、あぜ道等枯れ草の焼却

は病害虫防除を目的として実施されておりました

が、抵抗性品種の作付や育苗箱への薬剤施用、栽

培期間中の農薬散布、草刈り、秋耕等によって、

病害虫の発生を抑制することが可能です。また、

あぜ道等枯れ草の焼却においては、延焼及び傷害

事故の発生、並びに住民からの苦情が報告されて

いるほか、枯れ草の焼却による放射性物質の飛散

を懸念する声も寄せられています。このため、今

年度につきましても引き続きあぜ道等枯れ草の焼

却は実施を控えさせていただくようお願いいたし

ますという文書が回ってきました。 

  そこで、以下の点について伺います。 

  (１)現在、国の基準を上回る農作物は、那須塩

原市にはありますか、伺います。 

  (２)抵抗性の品種とはどのようなものがあるか、

伺います。 

  (３)あぜ道等枯れ草の焼却は必要性が低いとす

る県の根拠を伺います。 

  (４)代替防除策の具体的な方法を伺います。 

  (５)自粛の有効性について伺います。 

  以上、１回目の質問といたします。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二君） 伊藤豊美議員の質問に順

次お答えいたします。 

  まず、農業分野における放射能対策についてを

お答えします。 

  (１)の現在、国の放射能基準を上回る農作物は

那須塩原市で報告されているかについてお答えい

たします。 

  国の定める一般食品の放射性セシウムの基準値

は、平成24年４月から１kg当たり100Bqに改めら

れましたが、現在、本市において出荷自粛となっ

ている農産物は、クリ、レンコン、原木を用いた

シイタケ、野生のキノコ類や山菜等となっており

ます。 

  抵抗性の品種とはどのようなものがあるのかに

ついてお答えいたします。 

  水稲におきましては、縞葉枯れ病に対し抵抗性

のある品種として「あさひの夢」、「とちぎの

星」があります。県内では主に県南地域で多く栽

培されております。 

  (３)のあぜ道等枯れ草の焼却は必要性が低いと

される県の根拠についてもお答えいたします。 

  あぜ道等枯れ草の焼却による防除対象病害虫と

しては、畦畔等で越冬するヒメトビウンカ、ツマ

グロヨコバイ、イネミズゾウムシ等が上げられま

す。これらの発生状況は、県の農業環境指導セン

ターの調査によりますと、以前に比べて減少して

いるという結果が出ております。また、代替防除

策があるため焼却による効果は低いと県から伺っ

ております。 

  代替防除策の具体策についてお答えをいたしま

す。 

  具体策につきましては、田植え時点における育

苗箱への殺虫、殺菌剤の施用、栽培期間中におけ

る無人ヘリコプターや地上からの薬剤散布、この

ほか畦畔等における雑草の草刈りや除草剤の散布

等があります。 

  (５)の自粛の有効性についてもお答えいたしま

す。 

  あぜ道等枯れ草の焼却は病害虫防除を目的とし

て実施されてきた経緯がありますが、近年、抵抗

性品種の作付や育苗箱への薬剤施用、栽培期間中
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の薬剤散布、草とり、秋耕等によって病害虫の発

生を抑制することが可能となってまいりました。 

  したがいまして、本年度につきましても、昨年

度に引き続き、県の指導をいただきながら市内の

農作物病害虫防除協議会を初め、農業関係団体と

協議、検討を行うとともに、他市町の動向も踏ま

え、総合的に判断していきたいと思っております。 

  第１回の答弁といたします。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） ただいま答弁をいただきま

した。 

  米については、いかがな数字が出ているでしょ

うか。お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 米についての数値

と申しますと、25年度の、24年度の米の数値と言

いますと。ちょっと。 

○議長（中村芳隆君） 申し上げます。 

  質問席に立って質問してください。 

○９番（伊藤豊美君） すいません。 

  今、部長のほうからお話があったのは、今、国

の基準が500Bqから100Bqになりました。これは市

長にもお聞きしているところでありますが、今現

在の那須塩原市で生産している米、水稲ですね、

それでは、その数字は国の基準までいってない、

100Bqという数字はいっていませんが、出ている

とすれば、どのぐらいの数字が出ているかという

質問であります。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 失礼いたしました。

24年度の実績で申し上げたいというふうに思いま

すが、24年度の那須塩原市における米のモニタリ

ング検査結果によりますと、不検出という値から

最大では14Bqという数値となってございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） 続きまして、生活課で行っ

ている、食品の放射性物質簡易検査結果から見た

傾向で構いませんが、傾向で結構です、たとえ今

は米というものが１つ例に挙げましたが、例えば、

放射能が出てからここ２年ぐらいたっているわけ

ですね。それで23年、24年とたっていますから、

傾向で結構ですので、例えば、23年度の米が、米

がというか、そのときの米が今になってみると幾

つぐらい下がっているのかという質問でございま

す。よろしくお願いします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（古内 貢君） 生活課でやってい

ます食品簡易測定ということで、実際、米もはか

っております。いずれにしても、実は、同じ圃場

で同じ作物を年度別にはかるということはしてい

ないんですね。なおかつ、お米もたくさん検査に

来ていらっしゃいますけれども、市内で生産され

たものだけじゃなくて、もらったものとか、いろ

いろありますので、傾向としてそれが言えるかど

うか、ちょっとそういった部分がありますので、

そういったものをお含みおきいただいた中で、今

どんな状況になっているかということだけをお話

しできます。 

  まず、この簡易測定が始まったのが昨年の３月

からなんですね。もう約１年半ぐらいということ

でございまして、23年度の数値は出ないんですが、

お米もいつの時点のお米を持ってきているかとい

うことも、市民の方がいらっしゃるんで何とも言

えない部分がありますが、ただ言えることは、白

米、玄米、モチ米いろいろありますけれども、今

まで測った中で全て100Bqの基準値以下になって
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いることだけは間違いございません。 

  あと、検出限界値が、うちのほうの生活課の職

員簡易の測定器は25Bqなんですね。いわゆる検出

限界値の25Bq以下がほとんどだと。中には、50Bq

近いのもまれにあったということで、100Bq以下

のなおかつ25Bq以下であったということだけは言

えますが、ただ、これが市内の生産されたものか

どうか、そういったものも含めて、持ち込みいた

だいたものが、特定がはっきりできない部分もた

くさんありますので、そういうことだということ

だけお願いしたいと思います。 

  あと、お米以外につきまして、今現時点、25年

度、ことしの４月以降の傾向を若干申し上げます

と、穀物、野菜、果物、これは全て基準値を超え

ておりません。超えているのが、よく広報でも出

しておりますけれども、野生の肉、イノシシの肉

とか、あとは山菜関係、そういったものが基準値

を超えておりますけれども、穀物類等については

基準値を超えていないと。そのような状況でござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） ありがとうございます。 

  引き続いてもう１問だけ。 

  今、米については検出限界以下ですよという話

ですよね。それで、玄米ではかったときと白米に

してはかったときの差というものはどのぐらいあ

るか、お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいまの、玄米

ではかったときと白米ではかったときというお尋

ねでございますけれども、私どもで玄米と白米で

はかった比較というのは、ちょっとしておりませ

んので、何とも申し上げることをいうとできませ

ん。すいません、申しわけございません。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） この部分について、生活課

でちょっとはかったデータがあると私は思うんで

すが、お願いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（古内 貢君） 玄米、白米、先ほ

どお話ししましたように、圃場も違う、作物も、

その持ち込んだものによって違うような状況の中

で、データ的にはちょっと私今認識していない、

データを持っていないんですが、どこかの大学で

そういったものもあると思うんですね。ただ、う

ちのほうではかっている簡易測定の中では、玄米

ではかった場合、白米ではかった場合、同じ人が

同じ圃場のものをやって、こういうデータになっ

たということは、うちのほうでは、そういったと

り方はしておりませんので、どれだけ下がってい

るということは、言うことはちょっとできません。

申しわけありませんが、ご理解いただきたいと思

います。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） 大変失礼いたしました。私、

この部分、生活課のデータの中で見たような気が

したんですね。大変申しわけありません。 

  続きまして、(２)について質問いたします。 

  抵抗性品種について、今、市長が「あさひの

夢」、「とちぎの星」などがあると言いました。

この品種はあくまでも県南地域の米用に開発され

たものであります。ここに、ＪＡなすのの総会資

料の抜粋があります。 

  平成24年度の作付比率については、コシヒカリ

が90％、そして、なすひかりについては6.6％、

ひとめぼれ0.6％、あさひの夢0.6％、県北地域に

おいては、９割がコシヒカリを作付しています。



－209－ 

あさひの夢については、加工米として作付が多く

なる傾向にはありますが、抵抗性品種があると言

われても、県北地域については非現実的だと思う

のですが、この辺のところをどう思うか、伺いま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま、あさひ

の夢は県北地区に向かないのではないかというご

質問でございますが、那須地域におきましても、

今議員がおっしゃられましたように、作付の実績

が昨年度もＪＡなすの管内では出ております。 

  水稲においての縞葉枯れ病とか、萎縮病とか、

そういったものに対する、いわゆる抵抗性の品種

ということでお答えさせていただきました。した

がいまして、県北地域はコシヒカリがかなりを占

めているという状況にはございますので、コシヒ

カリが必ずしもその抵抗性のある品種という認識

は持ってございません。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） 続きまして、３番、４番に

ついて質問をいたします。関連がありますので一

括で再質問を行います。 

  畦畔で越冬する病害虫はヒメトビウンカ、ツマ

グロヨコバイ、イネミズゾウムシ等、近年代替防

除策、箱施用ですね、農薬の。等があるため減少

しているので焼却による効果は低いとしているが、

確かに、縞葉枯れ病や黄萎病については減少して

います。 

  しかし、ここに、手元にデータがありますが、

このデータは、平成22年度、平成23年、平成24年

の格付理由別検査数量について、格付理由別とい

うのは、出荷した米が、１等については何も問題

はないのですが、２等、３等、規格外となった米

の理由であります。例えば、青未熟米が多い、腹

白米、水分過多、発芽粒、胴割粒が多いとか、そ

の年の環境条件によっていろいろありますが、こ

のところ毎年突出しているものがあります。それ

は、カメムシの問題であります。 

  平成22年度19.4％だった被害が、平成23年度に

は48％、24年度については64.2％と年々ふえ続け

ています。これを100％畦畔焼きをしないからだ

とは言いませんが、畦畔焼き自粛以来、ふえ続け

ているのは確かです。 

  その辺、市としてはどのように思うか、伺いま

す。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） カメムシによる品

質低下についてのお尋ねでございます。 

  確かに、今、議員がおっしゃられたように、平

成22年度、23年度、24年度、それぞれ歴年産とい

うことになりますが、カメムシによる被害がふえ

てきているということは承知をしているところで

ございます。特に、米の検査の格付の結果、その

ような状況になっているということは承知をして

おります。 

  そういう傾向が過去から出てきたという背景も

ございまして、ＪＡなどを通しまして、これまで

もカメムシ等、あるいはそのほかの病害虫の防除

の徹底といったようなものにつきましては、そう

いった農業指導機関等、あるいは農業団体等を通

しまして啓発はしてきております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） そのほか、栽培期間中の農

薬散布、無人ヘリコプターによる適切な農薬散布。

私も、十数年間この仕事に携わってきました。多

分、市長も農薬散布、無人ヘリコプターに頼んで
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いると思います。 

  ここに新聞記事があります。この新聞記事は、

農林水産省から認可をうけた農薬を使った無人ヘ

リコプターが養蜂家から抗議を受けたという新聞

記事でございます。 

  この問題について、市はどのように思うか、お

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいまのいわゆ

る養蜂家からの、いわゆるご指摘と言いますか、

そういった要望を受けたということに関して、市

としてどう捉えているかということでございます

が、現在、無人ヘリ等で行っております農薬散布

につきましては、基本的には、市といたしまして

は、国の認可を受けた農薬を使いまして、国が定

めた防除指導基準、そういったものに基づいて実

施をしております。そういった中で、国あるいは

県の指導を仰ぎながら、使用の時期、使用の範囲

あるいは使用量、周辺への影響、そういったもの

にも配慮しながら、国が定めた防除指導基準に基

づいて実施をしているといったのが現状でござい

ます。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） また、草刈り等については

誰でも行っておりますが、畦畔への除草剤の散布、

これについては、畦畔がだめになってしまうとい

うことがありますので、余り農家としては使いた

くありません。 

  続いて、５について入っていきたいと思います。

(５)ですね。 

  前記で述べた文書が毎年、今９月ですから、10

月に県から各市町村に回り、それを受けた市側が

12月に各農家に文書をつくり直して配布いたしま

す。その文書を読むと、ちょっと読み上げますが、

畦畔等しば焼きの自粛について。これまで農作物

に加害する越冬病害虫を駆除し、農作物の栽培環

境を整えるためにしば焼きを実施してきましたが、

畦畔、農道等の雑草の焼却による放射性物質の飛

散が懸念されますので、今期のしば焼きは控えさ

せていただくようお願いいたします。 

  これが、市からつくり直して出した文書であり

ます。 

  放射性物質の飛散というのは、大変懸念されま

すので、そういうことから自粛をしてくださいと、

控えてくださいと言っているんですが、県と話を

しますと、放射能に対するニュアンスが低く、平

成13年度に出した、稲わら等の野外焼却について

という文書を、私に提示をいたしまして、廃棄物

処理法の話が出ましたので、環境サイドではいか

がなものなのか、お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（古内 貢君） 今の病害虫防除の

ための畦畔焼き、これが廃棄物処理法に抵触する

のではないかどうかというお話だと思うんですが、

畦畔は廃棄物、いわゆる、ごみじゃないんですね。

ですから、廃棄物処理法には該当、適用されませ

ん。 

  また、今お話ありました、稲わら、その話も今

出たんですけれども、稲わらは農業を営むことで

実際発生する廃棄物という形になりますけれども、

これも廃掃法の施行令の中で、例外規定として焼

却を認めるということになっています。 

  ですから、いずれにしても、畦畔焼きであって

も、稲わらを焼いても、廃掃法上は問題ないとい

うことは言えます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） 今、例外規定だという形で
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すね。それでは、やはり放射能が問題だというこ

とで、ここでうたっているんですね。ということ

は。 

  私の考え方を今までいろいろ述べてきましたが、

私は、決して畦畔焼きをしなくてはならないとは

言っておりません。放射性物質の件については、

まだまだわからないことが多く存在します。この

まま市としても、県として同じような文書が出回

ると、農家は年度初めの伝統行事や景観保全と捉

え、また等級の下落はこんなところにあるのかと

考え、来年度は焼却をするという声が、今数多く

聞かれています。 

  この辺をどう思うか、お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 来年度の畦畔焼き

についての今お尋ねでございますが、従来から、

県の見解といたしましては畦畔焼きによる病害虫

の防除の効果というものは低いということで言わ

れております。また、防除には代替方法があると、

別な方法があるということや周辺住民からの苦情

などもあることから、県のほうからは自粛につい

ての要請がございます。 

  このような中ではございましたが、市といたし

ましては、集落ごとの長年の慣習や伝統行事とし

て集落及び農業生産環境の整備の一環として行わ

れておる実態というものを、勘案をしながら、自

粛等の措置というのは、原発の前までは行ってこ

なかったということでございます。 

  しかし、平成23年度、東京電力福島第一原発事

故を境といたしまして、放射性物質の再拡散とい

う問題が懸念されてきたということでございます。

市といたしましては、こういった事案に対する知

見はございません。また、科学的な根拠も明らか

になっておりませんので、一般論としては、焼却

することで放射性物質は濃縮されやすいというふ

うに言われております。 

  したがいまして、本年度におきましても、周辺

への農地の影響や、あるいは市民からの懸念の声

などがあることも念頭に置きながら、引き続き県

の農政部の指導、そして近隣市町の動向なども踏

まえながら総合的に判断をしてまいりたいという

ふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） 部長、ありがとうございま

す。 

  農家、農業団体、また市、県とよく協議をし、

判断をしていただきたいと思います。 

  最後に、黒磯那須消防組合の火災の発生状況は、

出火原因別分類からすると、この畦畔焼きについ

ては虫焼き火に分類されます。平成23年度が、火

災が１件、24年度についてはゼロ件、25年度につ

いては４件であります。この25年度の４件という

のは、やはり個人で対処したという状況なんです

ね。そして自分で守っている、自分で風とかそう

いうものを考えながら焼却をしながらやっていた

んですが、思わぬ方向に火種が飛んで、それで住

宅火災になったのが１件、そしてまたほかの山林

のほうに入ったのが、そういう事例が出ておりま

す。 

  そういうことから、ぜひ今年度については、こ

の部分についてよく協議をしてもらって、決めて

いっていただきたいと思います。 

  それと、先ほど(５)番に自粛の有効性について

と聞きました。この有効性じゃなくて、自粛とい

うことについて、どのような言葉が、意味が含ま

れているかを、お話をしたいと思います。 

  自粛とは、自分から進んで行動を慎むこと。自

分から謹んで行動を慎むことになっております。 
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  これで農業分野における放射能対策についてを

終わりにいたします。 

  続きまして、２、市境における排水路整備につ

いてを話をいたします。 

  弥六堀の改修については、平成24年９月の定例

会で取り上げさせていただきました。この問題は、

大田原市に関しては堀の改修問題、那須塩原にお

いては道路の問題と、地元では20年来懸念されて

いるものですが、解決に向けて今動き出しました

ので、報告並びに説明をさせていただくとともに、

市の考えを伺います。 

  (１)大田原市側では、８月７日、弥六堀周辺地

域の圃場整備事業の推進について発起人会が立ち

上げられたことを市は認知しているか、伺います。 

  (２)今後、弥六堀区、仮称、圃場整備事業が関

係地権者への周知、関係地権者への意向の把握、

推進協議会の設立（設立総会の開催）と進めば、

数多くの那須塩原市の市民の地権者へも声がかか

ると思うが、市として協力体制がとれるか、伺い

ます。 

  (３)近い将来、那須塩原市側の近隣周辺におい

て、道路の整備、その他、圃場整備等について、

市民から要望が上げられた場合は、市として積極

的にかかわっていただけるのか、伺います。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） 私から、２の市境

における排水路整備について、３点のご質問をい

ただいておりますので、順次お答えいたします。 

  (１)の大田原市側では、弥六堀周辺地域の圃場

整備事業の推進について発起人会が立ち上げられ

たことを、市は認知しているかについてお答えい

たします。 

  弥六堀周辺地域の圃場整備に関しましては、過

日、大田原市の担当部局より説明があり、練貫、

鴻巣及び大田原市内に土地を有する三木本地区の

各代表者による発起人会が立ち上げられたという

ことは承知しております。 

  大田原市の説明によりますと、これから基礎調

査や地元地権者への周知、意向調査を行った上で、

圃場整備推進協議会の設置を検討すると伺ってお

ります。 

  次に、(２)の今後、弥六堀区圃場、これは仮称

ということになっているようでございますが、圃

場整備事業が推進協議会の設立と進めば、那須塩

原市民の地権者へも声がかかると思うが、市とし

て協力体制がとれるかについてお答えいたします。 

  本市といたしましては、当該事業が円滑に進め

られるよう、大田原市と綿密な連携を図りながら

適切に対応してまいりたいと考えております。 

  次に、(３)の近い将来、那須塩原市側の近隣周

辺において道路の整備、その他、圃場整備等につ

いて、市民から要望が上げられた場合は、市とし

て積極的にかかわるのかについてお答えいたしま

す。 

  農業基盤の一体的な整備が行える圃場整備事業

は、効率的かつ安定的な農業経営に有効な手段で

あると考えておりますので、地元皆様方の求めに

応じて、情報提供や説明会を行ってまいりたいと

考えております。 

  また、要望書が提出された場合は、当該事業区

域の範囲や具体的な整備手法等も含め、地元の皆

様と協議、検討を行うなど、実施に向けて積極的

に対応してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） (１)について再質問をして

いきたいと思います。 

  平成24年の８月２日、厚崎公民館において、初
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めての議会報告会を行いました。その中で出た問

題であります。 

  この堀をどうにかしてもらえないかという要望

が出され、８月８日に、当時、議会報告会の私た

ちの班なんですが、７名中６名で現地調査を行い

ました。大田原市側には、素早い対応をとってい

ただき、堀だけの改修は難しい、これを解決する

ためには、圃場整備の中で取り組まなければ解決

はしないということで、この話となりました。 

  この地区については、前も述べていますが、大

田原市と那須塩原市の境が接する地区であります。

それにより、何事も全て後回しになってしまいま

した。 

  そこで伺います。 

  古くは、交換分合をしながら、両市をまたいで

自分の家の近くに土地を集積した結果、１枚の田

んぼの中に大田原市と那須塩原市が存在すること

がわかってきました。来年度より、この地区に地

籍調査が入るわけですが、何か支障はないか、伺

います。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（斉藤一太君） ただいま地籍調査

との関係ということでのお尋ねでございます。 

  ただいま議員のおっしゃられたように、これか

ら三本木地区に地籍調査が入るわけでございます

が、平成26年度から入る予定をしております。 

  市境の農地で、両市にまたがる農地があるとい

う、今お尋ねでございますけれども、そういった

１枚の農地である場合におきましても、市境につ

きましては明確になっているということから、い

わゆる地番についてはそれぞれ那須塩原市側、大

田原市側というふうに分かれているという、場所

がどこか、ちょっとわかりませんので明確に申し

上げることはできませんが、基本的にはそういう

ことになっております。 

  そういう中で、市境の土地につきましては、１

筆ごとに地番が分かれているということでござい

ますので、地籍調査におきましては26年度の計画

どおりに１筆地を確定していきたいというふうに

考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） ９月11日、今日ですね、今

日の夜、やはり圃場整備について会議がありま

す。 

  今の段階で面積は88ha、地権者77名、うち那須

塩原の地権者については26名がいます。那須塩原

市と大田原市の綿密な連携が必要になります。 

  そこで、建設部長に伺います。 

  この地域は、県道東小屋黒羽線の東側に位置す

る地域、将来、３・３・４号線と圃場整備が重な

る可能性が出てきています。３・３・４号線は来

年度より調査費がつくと聞いております。そして、

平成34年度に完成を目指すと聞いております。 

  その場合、東小屋黒羽線の起点の振りかえが取

り沙汰されることになります。今の段階では東小

屋黒羽線のどこにどう接続するかわからないが、

圃場整備の中に道路を生み出すことも必要になる

かもしれません。 

  そうすると、那須塩原市と大田原市で、計画的

に綿密に、両市、そして県とも連携を図らなけれ

ばなりません。建設部長、その辺のところ、いか

がでしょう、お伺いいたします。 

○議長（中村芳隆君） 答弁を求めます。 

  建設部長。 

○建設部長（若目田好一君） ただいまの東小屋黒

羽線のご質問でございますが、都市計画道路３・

３・４号東通りにつきましては、まだ正式にはや

るというような決定はしておりませんので、実施
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計画上、そのような形で載っているということで、

これから庁内の合意を得て決定されるわけでござ

いますが、そのような中で、東小屋黒羽線につき

ましては現在の起点が国道４号のコンビニのとこ

ろが起点となっております。 

  これに対しまして、都市計画道路334号の東那

須野東通りにつきましては、そのコンビニのとこ

ろから北側に約400ｍいったところ、これが起点

となっておりまして、起点がずれております。 

  こういったことから、円滑な交通区画のために

起点を一致していただくように、県に対して平成

22年度から要望を行っておりますが、そのような

中で、県のほうでは、市の道路整備の進捗状況を

見ながら検討したいというような回答を得ており

ます。 

  こういったことで、ただいまの案につきまして、

圃場整備の中でというような案につきましては、

そういった検討の中で、県に伝えたいと、事業が

具体的になった場合は、１つの案として県に伝え

たいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆君） ９番、伊藤豊美君。 

○９番（伊藤豊美君） ありがとうございます。 

  私たちからすると、もう二度と大田原市側から

言う東那須富池線のような失敗は許されません。

その意味からも今回の圃場整備は、次の段階のス

テップにもなり、(３)についての地域のお手本に

もなることでもあり、注目されています。 

  (３)について、再質問についてですが、すばら

しいお答えをいただきましたので、(３)について

は、再質問はございません。 

  私は40年、50年先を見据えて、私たちの子孫が、

あの時代に整備をしてくれて本当によかったと言

われるような地域づくりをしたいと思います。 

  これで、私の一般質問を終わりにしたいと思い

ます。ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆君） 以上で、９番、伊藤豊美君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎発言の取り消し 

○議長（中村芳隆君） ここで、７番、櫻田貴久君

より発言を求められておりますので、これを許可

いたします。 

  ７番、櫻田貴久君。 

○７番（櫻田貴久君） 本日の私の市政一般質問の

中で、一部不適切な発言がありました。議事録よ

り取り消すことをお願いします。 

○議長（中村芳隆君） ただいま、７番、櫻田貴久

君から、本日の会議の発言について取り消しの申

し出がありました。 

  取り消し部分は後日議事録を確認し、議長にお

いてその部分を取り消すものといたします。 

  お諮りいたします。 

  会議規則第65条の規定により、これを許可する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（中村芳隆君） 異議なしと認めます。 

  よって、発言の取り消しを許可いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（中村芳隆君） 以上で、本日の議事日程は

全て終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時５９分 




